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コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
ここまで来た天然ガストラック新時代【海外視察を通じての事例紹介④】／トラック運送
事業者のための経営のヒント【後継者問題と企業継続の選択肢】…３面／食の新旧街
道を行く【滋味のふるさと② 丹波篠山、黒豆の枝豆】…７面

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
普通・準中型・中型 大型 計
54

（−13）
85

（＋1）
139

（−12）

交通事故死者数（人）
7月31日現在 9月14日現在

1,989
（−132）

2,445
（−150）

全国の死亡
事故件数

1,955
（−96）

平成29年7月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

平成29年9月21日（木）から30日（土）までの10日間
9月30日（土）は、「交通事故死ゼロを目指す日」

『秋の全国交通安全運動』

4 ・�モノはこうして運ばれる
「吹奏楽部の楽器輸送」
　エテルナ運送㈱（静岡県）

デリケートな楽器輸送を得意とする
エテルナ運送㈱

２・3
・�トラック協会ニュース

・�官公庁ニュース（国交省等）

５ ・交通事故防止特集
追突事故を撲滅しましょう！

６
＜中小運送事業者における

事業承継特集Ⅱ＞
・親族内承継②
三福運輸㈱（新潟県）

8 ＜シリーズ会長に聞く＞
・北海道トラック協会
奈良幹男会長

7 ・��平成29年度「トラックの日」
各都道府県ト協の主な活動

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

9/15〜10/14  4716
10/15〜11/14  7005

　

国
交
省
は
６
月
30
日
︑
平

成
32
（
２
０
２
０
）
年
ま
で

を
計
画
期
間
と
す
る
﹁
事
業

用
自
動
車
総
合
安
全
プ
ラ
ン

２
０
２
０
﹂
を
策
定
︑
公
表

し
た
︒

　

同
プ
ラ
ン
は
︑ト
ラ
ッ
ク
︑

バ
ス
︑
タ
ク
シ
ー
な
ど
各
業

態
別
の
死
者
数
︑
交
通
事
故

件
数
等
の
目
標
値
を
新
た
に

定
め
︑
６
項
目
の
重
点
施
策

を
示
し
︑
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド

両
面
か
ら
総
力
を
挙
げ
て
事

業
用
自
動
車
が
関
係
す
る
交

通
事
故
の
削
減
に
取
り
組
む

こ
と
を
求
め
て
い
る
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
同
プ
ラ
ン

万
２
５
０
０
件
以
下
﹂︑﹁
飲

酒
運
転
ゼ
ロ
﹂
の
目
標
を
策

定
︒
32
年
ま
で
に
達
成
で
き

る
よ
う
︑
交
通
事
故
防
止
対

策
を
さ
ら
に
充
実
強
化
し
て

取
り
組
む
︒

　

具
体
策
と
し
て
は
︑
①
事

業
用
ト
ラ
ッ
ク
重
点
事
故
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
た
各

種
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
・
受
講

の
促
進
︑
②
飲
酒
運
転
撲
滅

運
動
の
推
進
︑
③
ド
ラ
レ
コ

お
よ
び
デ
ジ
タ
コ
等
安
全
管

理
機
器
の
よ
り
積
極
的
な
導

入
の
促
進
︱
︱
な
ど
を
掲
げ

た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

9
月
11
日
︑
福
岡
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
（
眞
鍋
博
俊
会
長
）

と
と
も
に
︑
麻
生
太
郎
財
務

大
臣
に
対
し
て
︑
平
成
30
年

度
税
制
改
正
・
予
算
に
関
す

る
要
望
を
行
っ
た
︒

　

全
ト
協
か
ら
は
坂
本
克
己

会
長
︑
小
幡
鋹
伸
副
会
長
︑

桝
野
龍
二
理
事
長
が
︑
高
速

道
路
料
金
の
大
口
・
多
頻
度

割
引
最
大
50
％
の
継
続
︑
働

▽
日
貨
協
連
と
と
も
に

　

竹
下
亘
自
民
党
Ｉ
Ｔ
Ｓ

推
進
・
道
路
調
査
会
長
へ

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

同
日
︑
日
本
貨
物
運
送
協
同

組
合
連
合
会
（
吉
野
雅
山
会

長
）
と
と
も
に
︑
竹
下
亘
自

由
民
主
党
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・
道

路
調
査
会
長
に
対
し
て
も
︑

平
成
30
年
度
税
制
改
正
・
予

算
に
関
す
る
要
望
を
行
っ
た
︒

き
方
改
革
実
現
の
た
め
の
諸

対
策
に
係
る
補
助
・
助
成
等

の
最
重
点
要
望
事
項
に
つ
い

て
説
明
し
た
︒

　

ま
た
︑
福
岡
県
ト
協
か
ら

は
眞
鍋
会
長
（
全
ト
協
副
会

長
）︑
三
村
彰
一
副
会
長
︑

小
野
田
一
生
理
事
が
︑
福
岡

・
北
九
州
高
速
道
路
の
料
金

体
系
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

要
望
し
た
︒

　

全
ト
協
か
ら
は
坂
本
克
己

会
長
︑小
幡
鋹
伸
副
会
長
が
︑

日
貨
協
連
か
ら
は
吉
野
会

長
︑
中
川
才
助
副
会
長
が
︑

高
速
道
路
料
金
の
大
口
・
多

頻
度
割
引
最
大
50
％
の
継

続
︑
働
き
方
改
革
実
現
の
た

め
の
諸
対
策
に
係
る
補
助
・

助
成
等
の
最
重
点
要
望
事
項

に
つ
い
て
説
明
し
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
９
月
11

日
︑
交
通
対
策
委
員
会
を
開
催
し
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
事
業
に
お
け
る
総
合
安
全
プ
ラ

ン
２
０
２
０
﹂
を
策
定
し
た
︒
こ
の
プ

ラ
ン
で
は
︑
平
成
32
（
２
０
２
０
）
年

ま
で
に
﹁
死
者
数
２
０
０
人
以
下
﹂
と

す
る
こ
と
な
ど
︑
国
土
交
通
省
か
ら
示

さ
れ
た
新
た
な
目
標
を
達
成
す
る
た
め

そ
の
重
点
施
策
に
沿
っ
て
︑
こ
れ
ま
で

ト
ラ
ッ
ク
業
界
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
各
種
交
通
事
故
対
策
を
進
め
る
こ
と

に
加
え
て
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る

死
亡
事
故
件
数
に
係
る
新
た
な
数
値
目

標
に
つ
い
て
︑﹁
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
を
第

１
当
事
者
と
す
る
死
亡
事
故
件
数
を
車

両
１
万
台
当
た
り
﹃
１
・
５
﹄
件
以
下

と
し
︑
各
都
道
府
県
（
車
籍
別
）
の
共

有
目
標
と
す
る
﹂こ
と
が
承
認
さ
れ
た
︒

　

全
ト
協
で
は
今
後
︑
各
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
と
連
携
し
︑
同
プ
ラ
ン
目

標
数
値
達
成
に
向
け
て
︑
全
力
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
︒

　

愛
媛
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会（
一

宮
貢
三
会
長
）は
９
月
６
日
︑

﹁
交
通
事
故
防
止
緊
急
集

会
﹂
を
開
き
︑
会
員
約
３
５

０
人
が
運
行
管
理
や
車
両
整

備
の
徹
底
な
ど
の
事
故
防
止

策
を
再
確
認
し
た
︒
こ
れ
は
︑

８
月
25
日
に
徳
島
県
の
徳
島

自
動
車
道
で
︑
路
肩
停
車
中

の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
が
追
突
し
て
︑
女

子
高
校
生
ら
２
人
が
死
亡

し
︑
14
人
が
重
軽
傷
を
負
う

事
故
な
ど
︑
愛
媛
県
ト
協
会

員
事
業
者
の
関
与
す
る
重
大

事
故
が
連
続
し
た
こ
と
を
受

け
︑
再
発
防
止
を
期
す
た
め

急
き
ょ
開
催
さ
れ
た
も
の
︒

　

愛
媛
県
ト
協
で
は
︑
今
回

の
集
会
に
併
せ
て
︑﹁
安
全

確
認
等
指
導
教
育
の
徹
底
﹂

﹁
対
面
点
呼
等
運
行
管
理
の

徹
底
﹂﹁
車
両
点
検
等
整
備

確
認
の
徹
底
﹂﹁
安
全
対
策

会
議
等
報
告
連
絡
体
制
の
整

備
﹂
の
４
項
目
の
緊
急
対
策

を
ま
と
め
︑
全
会
員
事
業
者

に
同
４
項
目
を
記
載
し
た
同

県
ト
協
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
紙
の

ぼ
り
︑﹁﹃
再
確
認
﹄
自
主
点

検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
緊
急

対
策
）﹂
を
配
布
し
て
︑
確

実
な
履
行
を
求
め
た
︒ま
た
︑

﹁
安
全
確
認
ワ
ッ
ペ
ン
﹂
を

配
布
し
て
安
全
意
識
向
上
に

努
め
た
︒

　

集
会
に
は
︑
国
土
交
通
省

四
国
運
輸
局
の
愛
媛
運
輸
支

局
︑
愛
媛
県
警
察
本
部
の
担

当
官
ら
も
出
席
し
︑
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
交
通
事
故
防

止
対
策
な
ど
説
示
︒

　

ま
た
︑愛
媛
県
ト
協
で
は
︑

﹁
４
つ
の
緊
急
対
策
を
確
実

に
実
行
す
る
た
め
︑
必
ず
チ

ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
用
い
て
社
内

無
事
故
へ 

誓
い
新
た
に

重
大
事
故
連
続
発
生
で
、
愛
媛
県
ト
協
が
緊
急
集
会

を
受
け
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

が
第
１
当
事
者
と
な
る
交
通

事
故
に
よ
る
﹁
死
者
数
２
０

０
人
以
下
﹂︑﹁
事
故
件
数
１

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
︑
シ
ー
ト
は

保
存
し
徹
底
し
て
ほ
し
い
﹂

と
呼
び
か
け
る
な
ど
︑
緊
急

集
会
は
事
故
防
止
対
策
の
再

徹
底
の
場
と
し
て
実
践
的
な

内
容
と
な
っ
た
︒

▽ 

一
宮
貢
三
愛
媛
県
ト
協

会
長
が
コ
メ
ン
ト

　

我
々
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

は
︑
日
頃
か
ら
﹁
安
心
・
安

全
な
緑
ナ
ン
バ
ー
﹂
と
し
て

信
頼
を
得
て
い
る
が
︑
ひ
と

た
び
今
回
の
よ
う
な
重
大
事

故
を
引
き
起
こ
す
と
︑
社
会

や
国
民
か
ら
強
い
不
信
感
を

も
た
れ
︑
今
後
の
事
業
経
営

な
ど
様
々
な
場
面
で
悪
影
響

と
な
る
︒
ま
た
︑
事
故
は
当

事
者
の
み
な
ら
ず
︑
家
族
︑

同
僚
︑
社
会
な
ど
広
範
囲
に

被
害
を
も
た
ら
す
の
で
︑
ど

う
か
︑
皆
さ
ん
も
自
分
自
身

の
こ
と
と
捉
え
て
︑
交
通
安

全
意
識
を
高
く
も
っ
て
い
た

だ
き
た
い
︒

　

愛
媛
県
ト
協
は
︑
全
国
で

死
亡
事
故
件
数
が
ワ
ー
ス
ト

２
位
と
い
う
不
名
誉
な
状
態

に
あ
る
が
︑
今
回
︑
緊
急
集

会
に
参
加
さ
れ
た
事
業
者
の

方
々
は
︑
会
社
に
戻
り
︑
末

端
の
一
人
ひ
と
り
ま
で
安
全

意
識
を
浸
透
す
る
よ
う
努
力

さ
れ
︑
ま
た
実
践
的
な
事
故

防
止
施
策
を
講
じ
て
い
た
だ

き
た
い
︒
ま
た
︑
今
日
の
こ

の
集
会
を
﹁
二
度
と
事
故
を

起
こ
さ
な
い
﹂
と
誓
う
場
と

し
て
い
た
だ
き
︑
ワ
ー
ス
ト

２
位
の
汚
名
を
返
上
し
た
い
︒

国
交
省
が
通
達

「
高
速
道
路
の
路
肩
駐
車
車

両
へ
の
追
突
事
故
防
止
の
た

め
の
取
組
み
の
徹
底
に
つい
て
」

　

国
土
交
通
省
は
９
月
７

日
︑
徳
島
自
動
車
道
で
８
月

25
日
に
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が

故
障
に
よ
り
停
車
し
て
い
た

貸
切
バ
ス
に
追
突
し
︑
２
人

が
死
亡
し
︑
乗
客
14
人
が
負

傷
す
る
重
大
事
故
が
発
生
し

た
こ
と
を
受
け
︑﹁
高
速
道

路
の
路
肩
駐
車
車
両
へ
の
追

突
事
故
防
止
の
た
め
の
取
組

み
の
徹
底
に
つ
い
て
﹂
を
通

達
し
た
︒

　

通
達
で
は
︑
運
転
者
が
特

に
注
意
す
べ
き
事
項
と
し
て
︑

①
前
方
の
交
通
状
況
に
対
す

る
注
意
︑
②
高
速
道
路
の
路

肩
等
で
の
駐
車
に
対
す
る
注

意
（
駐
車
の
危
険
性
︑
万
が

一
駐
車
す
る
場
合
の
対
応
）

な
ど
を
注
意
喚
起
し
て
い
る
︒

「
ト
ラ
ッ
ク
事
業
に
お
け
る
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
２
０
」
を
策
定

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
第
１
当
事
者
の
死
亡
事
故
件
数

１
万
台
当
た
り
「
１
・
５
」
件
以
下
を
共
有
目
標
に

坂本会長を先頭に
精力的に税制改正・予算要望活動

麻
生
太
郎
財
務
大
臣
へ

写真左から、小野田一生福岡ト協理事、三村彰一福岡ト協副会長、眞鍋博俊福岡ト協会
長（全ト協副会長）、麻生太郎財務大臣、坂本克己全ト協会長、小幡鋹伸全ト協副会長、
西正博福岡ト協専務（9月11日、財務大臣室）

写真左から、日本貨物運送協同組合連合会の中川才助副会長、吉野雅山会長、竹下亘自
民党ITS推進・道路調査会長、坂本克己全ト協会長、小幡鋹伸全ト協副会長（9月11日、
自民党本部）

事業用トラックの事故防止策などを再確認した「交通事故防止緊急集会」（9月６日、愛
媛県トラック総合サービスセンター）

重大事故撲滅に向けて
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2017.9.1—9.15

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

速さへの慣れっこは危険!!
〔第69回〕

　先日、陸上男子100メートルで、桐生祥秀選手が日本人とし
て初の9秒台という大記録を達成しました。世界的にみれば、9
秒台の公認記録をもつ選手は120人を超えるそうですが、大半
はアフリカにルーツをもつ選手で、それ以外は数人にすぎない
ということです。その面でもまさに偉業といえますが、日本陸
上競技連盟の発表によれば最高速度は秒速11.67メートル、時
速に換算すると約42キロとなります。原付バイクの法定最高速
度が時速30キロですから、それよりもずっと速いということに
なります。もっとも、人が道路を走る場合の最高速度というの
は設けられていませんから、時速何キロで走ろうとスピード
オーバーで切符を切られるということはないでしょうが。

●目的は違えど走るのが仕事という点では同じ?!
Ａさん「短距離の日本選手には桐生選手だけでなく、優れた

才能をもった選手が何人もいる。みんな9秒台を目指
して頑張ってほしいね」

Ｂさん「同感だよ。目的は違うけど、走るのが仕事という点で
は我々と同じだからね」

Ａさん「ところで君は100メートルを何秒で走れる?」
Ｂさん「分からないけど、相当遅いと思う。タイヤで走るのは

得意だけど、自分の足で走るのは苦手なんだ。子ども
の頃の運動会では、いつもビリのほうだったし」

Ａさん「分かるような気がする。実はボクも足には自信がなく
て、足の速い友だちを見るとうらやましかったよ」

Ｂさん「陸上100メートルはテレビでしか見たことはないけ
ど、近くで見たらすごいスピードなんだろうね」

Ａさん「以前、沿道に立ってマラソンの応援をしたことがある
けど、ランナーが通過していくのはあっという間だっ
た。100メートルの選手のスピードはマラソンラン
ナーのスピードの２倍はあるだろうから、ものすごい
速さだと思う。我々鈍足には及びもつかないよ」

Ｂさん「もし、あんなスピードで人とぶつかったら大変だろう
ね」

Ａさん「そりゃそうだよ。ちょっとたんこぶができちゃいまし
た、という程度じゃ収まらない。相手も自分も大ケガ
をするだろうし、場合によっては選手生命を失う恐れ
だってある。だから、競技場はもちろん、練習場だっ
て安全確保のために万全の体制をとってると思う
よ」

●速さに慣れっこになり油断すると……
Ｂさん「でも、考えてみると、我々はそれよりも速い時速50キ

ロや60キロのスピードで、競技場でも練習場でもな
い一般道路を毎日走っているわけだ。もしかしたら、
これもすごいことかもしれないよ」

Ａさん「確かにそうだ。交通ルールが定められ、信号や標識、
歩道やガードレール、中央分離帯など、安全を確保す
るための様々な装置や施設が作られているといって
も、それで安全が保証されているわけではない。あく
まで自分で安全を確保しなければならないからね」

Ｂさん「しかも、名前も知らなければ話をしたこともない、
まったく見ず知らずの人間が、我々の周りで車を運転
し、自転車に乗り、あるいは歩いているんだから、こ
ちらの気持ちを察して、ああしてくれるだろう、こうし
てくれるだろうといった期待もできない」

Ａさん「特に多種多様な人や車が通行する交差点では、あち
こちに目を配らなくてはならないし、そこで気を抜い
たら事故に繋がる」

Ｂさん「その点、歩行者や自転車がいなくて交差点もない高

速道路は、一般道路に比べれば走りやすいけど、じゃ
あそれだけ安全か、といえば決してそんなことはな
い。実際、この夏、テレビや新聞で大きく報じられた
トラックによる死亡事故が２件も発生してるしね」

Ａさん「ともあれ我々は、一般道路では時速50キロや60キ
ロ、高速道路では時速80キロや100キロのスピード
を当たり前のように出して走っているけど、生身の人
間の身体能力からみれば、とんでもない速さなんだ。
それを忘れて速さに慣れっこになり、油断して漫然と
運転したり脇見をしたり、スマートフォンなんかをい
じっていると、強烈なしっぺ返しをくらう。このこと
をしっかり胸に刻んで慎重な運転を心がけないと
ね」

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～労働安全衛生法編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�事業者は、常時使用する労働者を雇い入れるとき、当該労働者に健康上
の問題が見られる場合には医師による健康診断を行わなければならな
い。（ ○・× ）

❷	 �事業者は、常時使用する労働者に対し、１年に１回（深夜業を含む業務
に従事する者については６か月に１回）、医師による健康診断を行わな
ければならない。（ ○・× ）

❸	 �健康診断の診断項目については、事業者が任意に決めることができる。
（ ○・× ）

❹	 �事業者には健康診断を実施する義務があるが、それを受けるかどうかは
労働者の自由である。（ ○・× ）

❺	 �常時50人以上の労働者を使用する事業場は、労働者に対し、心理的な負
担の程度を把握するための検査を行わなければならない。（ ○・× ）

（解答は７面）

平
成
29
年
度
「
ト
ラ
ッ
ク
の

日
」
ポ
ス
タ
ー
が
決
定

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の

結
果
を
発
表

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

９
月
５
日
︑平
成
29
年
度
﹁
ト

ラ
ッ
ク
の
日
﹂
ポ
ス
タ
ー
デ

ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果

を
発
表
し
た
︒

　

８
月
２
日
開
催
の
﹁
第
60

回
広
報
委
員
会
﹂
に
お
け
る

選
考
の
結
果
︑
応
募
総
数
１

８
６
点
の
中
か
ら
︑
橋
浦
宗

宏
氏
（
兵
庫
県
）の
作
品︵
写

真
︶
が
グ
ラ
ン
プ
リ
に
︑
田

村
貞
夫
氏
（
東
京
都
）
の
作

品
が
佳
作
に
決
定
し
た
︒

　

グ
ラ
ン
プ
リ
作
品
は
︑
人

々
の
笑
顔
や
手
の
ぬ
く
も
り

と
と
も
に
︑
生
産
者
と
消
費

者
を
繋
ぐ
ト
ラ
ッ
ク
の
姿
を

描
い
た
も
の
︒﹁
ト
ラ
ッ
ク
は

﹃
人
の
想
い
﹄
も
運
ん
で
い

る
﹂と
い
う
コ
ピ
ー
の
も
と
︑

﹁
生
活
（
く
ら
し
）
と
経
済

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
﹂
で
あ
る

と
同
時
に
︑
人
と
人
の
想
い

を
繋
ぐ
﹁
心
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
﹂
で
も
あ
る
︑
ト
ラ
ッ
ク

の
重
要
性
を
強
く
訴
え
る
内

容
と
な
っ
て
い
る
︒

　

９
月
11
日
︑﹁
第
１
０
９
回

交
通
対
策
委
員
会
﹂
が
開
催

さ
れ
た
︒
会
議
冒
頭
に
行
わ

れ
た
役
員
の
選
任
で
は
︑
千

原
武
美
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
会
長
を
交
通
対
策
委
員
長

に
選
任
す
る
と
と
も
に
︑
江

森
東
東
京
都
ト
協
副
会
長
︑

庄
子
清
一
宮
城
県
ト
協
副
会

長
︑
重
博
文
大
阪
府
ト
協
副

会
長
を
副
委
員
長
に
再
任
し

た
︒

　

議
事
に
先
立
ち
︑
８
月
25

日
に
徳
島
自
動
車
道
（
徳
島

県
鳴
門
市
）
で
発
生
し
た
重

大
事
故
を
受
け
︑
９
月
７
日

に
発
出
さ
れ
た
国
土
交
通
省

通
達
﹁
高
速
道
路
の
路
肩
駐

車
車
両
へ
の
追
突
事
故
防
止

の
た
め
の
取
組
み
の
徹
底
に

つ
い
て
﹂︵
関
連
記
事
１
面
︶

に
関
し
て
事
務
局
が
説
明
︒

９
月
６
日
に
愛
媛
県
ト
協
が

開
催
し
た
︑﹁
交
通
事
故
防

止
緊
急
集
会
﹂
お
よ
び
そ
の

決
議
内
容︵
関
連
記
事
１
面
︶

に
つ
い
て
も
報
告
が
行
わ
れ

た
︒

　

議
事
で
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
事

業
に
お
け
る
総
合
安
全
プ
ラ

ン
２
０
２
０
﹂︵
関
連
記
事
１

面
︶︑﹁
Ｉ
Ｔ
点
呼
の
活
用
範

囲
の
拡
大
等
の
要
望
事
項
﹂

な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
︑
い

ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
し
た
︒

　

ま
た
︑
①
運
輸
安
全
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
制
度
の
適
用
範
囲

拡
大
②
平
成
29
年
九
州
北
部

豪
雨
に
伴
う
緊
急
物
資
輸
送

③
第
49
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
の

実
施
︱
︱
な
ど
に
つ
い
て
報

告
が
行
わ
れ
た
︒

　

そ
の
ほ
か
︑﹁
女
性
ド
ラ

イ
バ
ー
等
が
運
転
し
や
す
い

ト
ラ
ッ
ク
の
あ
り
方
検
討
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
﹂
の
設

置
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
行

わ
れ
た
︒

「
働
き
方
改
革
」
の　
　

　
　
　
実
現
に
向
け
審
議

第
41
回
物
流
政
策
委
員
会

　

９
月
14
日
︑﹁
第
41
回
物

流
政
策
委
員
会
﹂
が
開
催
さ

れ
︑
馬
渡
雅
敏
佐
賀
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
会
長
を
委
員
長

に
︑
鳥
居
伸
雄
埼
玉
県
ト
協

会
長
︑
藤
倉
泰
徳
東
京
都
ト

協
副
会
長
︑
工
藤
修
二
北
海

道
ト
協
副
会
長
を
副
委
員
長

に
そ
れ
ぞ
れ
選
任
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑﹁
働
き
方
改

革
の
実
現
に
向
け
た
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
﹂
や
﹁
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取
引

環
境
・
労
働
時
間
改
善
地
方

協
議
会
お
よ
び
パ
イ
ロ
ッ
ト

事
業
﹂等
に
つ
い
て
審
議
し
︑

い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
し

た
︒

　
﹁
働
き
方
改
革
の
実
現
に

向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

策
定
﹂
で
は
︑
石
井
啓
一
国

土
交
通
大
臣
か
ら
同
プ
ラ
ン

策
定
の
要
請
を
受
け
次
第
︑

物
流
政
策
委
員
会
の
下
に
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置

し
︑
長
時
間
労
働
の
是
正
等

に
関
す
る
目
標
や
取
り
組
み

事
項
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
①
働
き
方
改

革
の
実
現
に
向
け
た
諸
対
策

②
標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約

款
の
改
正
③
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
に
お
け
る
生
産
性
向
上
セ

ミ
ナ
ー
︱
︱
な
ど
に
関
す
る

は
︑前
月
比
５
ポ
イ
ン
ト
増
︑

前
年
同
月
比
２
ポ
イ
ン
ト
増

の
１
１
８
と
︑
８
月
と
し
て

は
調
査
開
始
以
来
最
も
高
い

数
値
で
あ
り
︑
依
然
と
し
て

高
い
指
数
で
推
移
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
８
月
末
現
在
の
求

車
登
録
件
数
は
12
万
２
１
３

４
件
で
︑
前
年
同
月
比
２
万

８
６
７
８
件
増
（
30
・
７
％

増
）と
大
幅
に
伸
び
て
お
り
︑

加
入
者
数
の
増
加
に
併
せ
︑

引
き
続
き
求
車
需
要
の
高
い

状
況
が
続
い
て
い
る
︒

報
告
が
行
わ
れ
た
︒

　

な
お
︑
議
事
に
先
立
ち
︑

国
土
交
通
省
自
動
車
局
の
平

嶋
隆
司
貨
物
課
長
が
﹁
ト
ラ

ッ
ク
業
界
を
取
り
巻
く
当
面

す
る
諸
課
題
等
に
つ
い
て
﹂

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
︒

運
賃
指
数
・
求
車
登
録
件
数

と
も
に
高
数
値
で
推
移

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
成
約
運
賃　

指
数
平
成
29
年
８
月
分

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連

合
会
は
９
月
１
日
︑
平
成
29

年
８
月
分
の
求
荷
求
車
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ

Ｉ
Ｔ
）
成
約
運
賃
指
数
を
発

表
し
た
︒

　

29
年
８
月
の
運
賃
指
数

 

日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
専
門
家
会
合

コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
物
流
促
進

　

国
土
交
通
省
は
９
月
６

日
︑
都
内
の
ホ
テ
ル
で
﹁
日

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
物
流
専
門
家
会

合
﹂
を
開
き
︑﹁
コ
ー
ル
ド
チ

ェ
ー
ン
物
流
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂

策
定
の
必
要
性
を
共
有
し
た
︒

　

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
︑
物

流
事
業
者
向
け
と
政
府
向
け

の
２
種
類
︒
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で

は
質
の
高
い
コ
ー
ル
ド
チ
ェ

ー
ン
物
流
を
構
築
す
る
た

め
︑
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
き
事
業
者
と
政
府
が
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
性
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
た
︒

　

ま
た
︑
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
交

通
連
携
（
交
通
分
野
に
お
け

る
協
力
枠
組
み
）
の
下
で
新

た
に
﹁
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
コ
ー

ル
ド
チ
ェ
ー
ン
物
流
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
﹂
を
推
進
す
る
た
め
︑

﹁
第
15
回
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
交

通
大
臣
会
合
﹂
に
提
案
す
る

こ
と
に
つ
い
て
︑
各
国
の
承

認
を
得
た
︒

第109回交通対策委員会（９月11日、全ト協）

第41回物流政策委員会（９月14日、全ト協）

（
９
月
15
日
〜
９
月
30
日
）

▽
９
月
20
日

・
第
46
回
適
正
化
事
業
委
員
会

▽
９
月
21
日

・
第
８
回
労
働
安
全
・
衛
生
委
員

会
▽
９
月
26
日

・
第
43
回
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
輸
送

部
会

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

食
堂
・
運
行
情
報
セ
ン
タ

ー
を
臨
時
休
館

大
分
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

大
分
Ｔ
Ｓ
は
︑
食
堂
お
よ
び

運
行
情
報
セ
ン
タ
ー
を
臨
時
休

館
す
る
︒休
館
日
時
は
次
の
通
り
︒

▼ 

９
月
15
日
㈮
16
時
～
９
月
19

日
㈫
８
時

浴
室
を
一
時
休
業

茨
城
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

茨
城
Ｔ
Ｓ
は
︑
設
備
修
繕
工

事
の
た
め
︑
浴
室
を
一
時
休
業

す
る
︒
休
業
日
時
は
次
の
通
り
︒

▼ 

９
月
25
日
㈪
８
時
～
９
月
26

日
㈫
16
時

「
ト
ラ
ッ
ク
事
業
に
お
け
る　
　
　  

総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
２
０
」策
定

第
１
０
９
回
交
通
対
策
委
員
会
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　

 第144回 

落雷による業務中の災
害は労災扱いになるか

︻
解
説
︼
ま
ず
︑
原
則
的
な
こ
と
を

申
し
上
げ
る
と
︑
落
雷
を
は
じ
め
︑

暴
風
雨
︑
水
害
︑
地
震
︑
土
砂
崩

れ
等
の
い
わ
ゆ
る
﹁
天
災
地
変
﹂
は
︑

Ａ�

天
災
地
変
で
あ
っ
て
も
業
務

の
性
質
や
内
容
等
に
よ
っ
て

は
可
能
性
が

　
異
常
気
象
と
い
い
ま
す
か
、

最
近
あ
ち
こ
ち
で
頻
繁
に
落
雷

が
発
生
し
て
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
お
た
ず
ね
し
ま
す

が
、
従
業
員
が
仕
事
中
に
落
雷

に
あ
っ
て
、
け
が
や
死
亡
を
し
た

場
合
、
労
災
扱
い
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

業
務
と
は
直
接
的
に
は
無
関
係
な

自
然
現
象
で
す
か
ら
︑
そ
れ
ら
に

起
因
す
る
災
害
は
︑
た
と
え
業
務

遂
行
中
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
っ
て

も
︑
当
然
︑
業
務
起
因
性
は
認
め

ら
れ
ず
︑﹁
業
務
外
の
災
害
﹂
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

し
か
し
な
が
ら
︑
業
務
の
性
質

や
内
容
︑
作
業
環
境
︑
そ
の
ほ
か

事
業
場
施
設
の
状
況
等
に
つ
い
て
︑

天
災
地
変
に
際
し
災
害
を
被
り
や

す
い
事
情
に
あ
る
場
合
な
ど
に
は
︑

そ
れ
ら
に
よ
る
災
害
の
危
険
も
業
務

に
伴
う
︑
あ
る
い
は
事
業
主
の
支
配

下
に
あ
る
こ
と
に
伴
う
危
険
と
し
て

の
性
格
を
帯
び
て
く
る
こ
と
に
な
り

ま
す
︒
そ
う
し
ま
す
と
︑
天
災
地

変
に
起
因
す
る
災
害
で
あ
っ
て
も
︑

﹁
天
災
地
変
に
よ
る
災
害
を
被
り

や
す
い
業
務
上
の
事
情
が
あ
り
︑
そ

の
事
情
と
相
ま
っ
て
災
害
が
発
生
し

た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
︑
業
務

に
伴
う
危
険
が
現
実
化
し
た
も
の

と
し
て
︑
業
務
起
因
性
が
認
め
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
る
﹂
と
い
う
こ
と

に
な
る
わ
け
で
す
︒

　

例
え
ば
︑
天
災
地
変
に
よ
る
緊

急
事
態
に
あ
た
り
︑
事
業
場
の
施

設
防
護
︑
物
品
搬
出
︑
同
僚
労
働

者
の
救
護
活
動
な
ど
の
作
業
を
行
っ

て
い
た
こ
と
に
起
因
し
て
災
害
を
被

っ
た
場
合
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し

ょ
う
︒
ま
た
︑
特
命
に
よ
り
罹
災
地

に
出
張
し
て
被
災
し
た
場
合
︑
さ

ら
に
は
落
雷
︑
大
雨
︑
出
水
︑
土

砂
崩
れ
︑
施
設
崩
壊
等
︑
天
災
地

変
に
際
し
て
被
災
す
る
危
険
性
の
高

い
作
業
環
境
や
作
業
条
件
︑
あ
る
い

は
事
業
施
設
等
の
下
で
被
災
し
た

場
合
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
︒

　

厚
生
労
働
省
の
解
釈
例
規
で
は
︑

具
体
的
な
事
例
と
し
て
︑
山
中
で

植
生
植
え
付
け
作
業
の
指
揮
監
督

を
し
て
い
た
現
場
監
督
員
が
︑
避
難

の
途
中
に
落
雷
の
直
撃
を
受
け
て
死

亡
し
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
︑
現
場
は

雷
の
発
生
頻
度
が
高
い
上
︑
周
囲

に
草
木
も
な
い
禿
山
で
適
当
な
避

難
場
所
が
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
理

由
と
し
て
︑
業
務
上
災
害
に
認
定

し
て
い
ま
す
︒
こ
の
ほ
か
に
も
︑
風

雨
下
の
船
上
作
業
中
の
落
雷
に
よ

る
死
亡
︑
落
雷
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ

た
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
爆
発
に
よ
る
負
傷

な
ど
が
業
務
上
災
害
の
認
定
事
例

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　

も
ち
ろ
ん
︑
業
務
上
外
の
判
断
に

つ
い
て
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
事
例
ご
と
に

個
別
・
具
体
的
に
行
わ
れ
る
た
め
︑

必
ず
し
も
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
な
ら
︑

と
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
︑

業
務
上
の
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
︑
ま
ず
は
申
請
を

し
て
み
る
︑
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
︒

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

最
近
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

で
も
Ｍ
＆
Ａ
（
企
業
の
合
併
・
買

収
）
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
が
増
え
て

き
た
︒
こ
れ
は
︑
業
界
再
編
成
の

進
行
を
表
し
て
い
る
︒

　

こ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
理
由
が

考
え
ら
れ
る
︒
ま
ず
買
収
す
る
側

は
︑
企
業
間
競
争
に
勝
つ
た
め
に

実
運
送
部
門
の
拡
充
を
図
っ
て
い

る
こ
と
︒
そ
の
た
め
に
は
︑
経
営

内
容
に
問
題
の
な
い
中
小
事
業
者

を
傘
下
に
収
め
る
の
が
早
く
て
確

実
だ
︒
一
方
︑
会
社
を
譲
渡
す
る

側
で
は
︑
後
継
者
難
が
主
た
る
理

由
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
︒

　

さ
ら
に
Ｍ
＆
Ａ
の
仲
介
専
門
会

社
の
他
に
︑
最
近
は
マ
イ
ナ
ス
金

利
の
影
響
で
新
た
な
稼
ぎ
口
の
開

拓
に
迫
ら
れ
て
い
る
銀
行
も
︑
Ｍ

＆
Ａ
の
仲
介
に
力
を
入
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
︒
特
に
後
継
者
問

題
で
悩
ん
で
い
る
中
小
の
取
引
先

に
対
し
て
︑
大
手
事
業

者
と
の
資
本
提
携
を
勧

誘
し
て
い
る
と
い
う
話

も
聞
く
︒
最
初
は
資
本

参
加
だ
が
︑
い
ず
れ
は

完
全
子
会
社
化
を
視
野

に
入
れ
て
い
る
は
ず
だ
︒

　

事
業
承
継
が
課
題
に

な
っ
て
い
る
の
は
運
輸

業
に
限
ら
な
い
︒
財
務

内
容
も
良
く
︑
後
継
者
候
補
が

い
る
中
小
企
業
で
も
︑
将
来
が

不
透
明
で
経
営
を
譲
る
側
が
躊

躇
す
る
︑
後
継
者
候
補
も
自
分

の
好
き
な
道
を
歩
ん
だ
方
が
良

い
と
考
え
る
︑
と
な
る
と
﹁
高

く
売
れ
る
う
ち
に
譲
渡
し
た
方

が
賢
明
﹂
と
い

う
判
断
に
な
る
︒

　

オ
ー
ナ
ー
経

営
の
あ
る
中
小

事
業
者
で
︑
子

息
が
後
を
継
が

な
い
と
決
め
た

ケ
ー
ス
で
あ
る
︒

会
社
の
存
続
を

前
提
に
す
る

と
︑
ど
の
よ
う

な
選
択
肢
が
あ

る
か
を
検
討
す

る
機
会
が
あ
っ

た
の
で
︑
簡
単

に
整
理
し
て
み

た
︒

　

第
１
に
︑
社

員
の
誰
か
が
経
営
を
引
き
継
ぐ

場
合
で
あ
る
︒
こ
れ
に
は
大
き

く
３
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
考
え
ら

れ
る
︒
①
社
員
の
誰
か
が
株
を

買
収
し
︑
新
た
な
オ
ー
ナ
ー
経

営
企
業
と
し
て
存
続
す
る
︒
だ

が
︑
資
金
面
で
の
支
援
者
が
い

れ
ば
と
も
か
く
︑
株
を
買
収
で
き

る
社
員
が
い
る
可
能
性
は
低
い
︒

そ
こ
で
②
Ｅ
Ｂ
Ｏ
（
エ
ン
プ
ロ
イ
ー

・
バ
イ
ア
ウ
ト
＝
何
人
か
の
社
員

に
よ
る
株
式
買
収
）
と
い
う
方
法

も
あ
る
︒
こ
の
場
合
に
は
︑
株
主

に
な
っ
た
社
員
の
中
に
︑
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
や
経
営
能
力
の
あ
る
人

が
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
当
業

界
に
も
事
例
は
あ
る
が
︑
こ
れ
は

極
め
て
少
な
い
︒
③
オ
ー
ナ
ー
家

が
株
を
も
つ
が
経
営
に
は
一
切
関

与
せ
ず
︑
経
営
能
力
の
あ
る
社
員

が
経
営
を
行
う
︒
資
本
と
経
営
の

分
離
で
︑
そ
れ
に
近
い
事
例
は
あ

る
が
︑
こ
れ
も
ま
れ
な
ケ
ー
ス
で

あ
る
︒

　

そ
こ
で
︑
中
堅
・
大
手
な
ど
の

事
業
者
に
会
社
を
譲
渡
す
る
こ
と

に
な
る
︒
買
収
し
た
会
社
が
経
営

権
を
も
ち
︑
社
員
は
新
た
な
経
営

者
の
下
で
働
く
こ
と
に
な
る
︒

　

オ
ー
ナ
ー
経
営
者
に
と
っ
て
は

企
業
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
一
番
の

選
択
か
も
し
れ
な
い
︒
だ
が
︑
企

業
と
し
て
の
存
続
や
︑
長
年
働
い

て
き
た
人
た
ち
に
と
っ
て
は
ど
う

か
な
ど
︑
悩
ん
で
い
る
経
営
者
も

い
る
︒
た
だ
︑
譲
渡
に
し
て
も
︑

子
息
が
承
継
す
る
場
合
で
も
︑
企

業
価
値
を
高
め
る
よ
う
な
経
営
努

力
が
重
要
だ
︒

第
193
回

後継者問題と企業継続の選択肢

時

こ
こ
ま
で
来
た

新
代

天天
然然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

　

今
回
は
︑﹁
天
然
ガ
ス
自
動
車

フ
ォ
ー
ラ
ム
海
外
視
察
調
査
団

（
２
０
１
６
年
９
月
18
日
～
26

日
）﹂
で
訪
問
し
た
﹁
ア
ウ
デ
ィ 

e-gas

工
場
﹂
を
紹
介
し
ま
す
︒

ま
ず
︑﹁
ア
ウ
デ
ィe-gas

﹂
と
は

前
回
（
８
月
５
日
号
）
紹
介
し
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
て

生
成
し
た
メ
タ
ン
ガ
ス
の
こ
と
で

す
︒﹁
ア
ウ
デ
ィe-gas

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
﹂は
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）

を
原
料
に
し
た
燃
料
を
生
み
出
す

こ
と
で
環
境
へ
の
負
荷
を
大
幅
に

低
減
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
︒

　
﹁
ア
ウ
デ
ィe-gas

﹂
製
造
設
備

の
紹
介
を
し
ま
す
︒
場
所
は
ド
イ

ツ
の
北
西
部
の
都
市
ヴ
ェ
ル
ル
テ

に
あ
り
ま
す
︒
敷
地
は
４
１
０
０

㎡
で
︑
ア
ウ
デ
ィe-gas

精
製
工

場
と
バ
イ
オ
ガ
ス
工
場
の
大
き
く

二
つ
に
分
か
れ
ま
す
︒e-gas

の

精
製
工
場
の
建
設
費
用
は
約
27

億
円
で
︑
２
０
１
３
年
６
月
か
ら

稼
働
を
開
始
し
ま
し
た
︒
勤
務

体
制
は
昼
勤
２
人
︑
夜
勤
１
人
の

24
時
間
稼
働
で
す
︒

　

敷
地
内
の
設
備
を
５
つ
に
分
け

て
説
明
し
ま
す
︒

①
バ
イ
オ
ガ
ス
発
生
設
備

　

ト
ラ
ッ
ク
30
台
分
の
発
酵
材
料

（
農
場
ゴ
ミ
割
合
20
％
︑
屠
殺

場
ゴ
ミ
割
合
80
％
）
が
毎
日
持

ち
込
ま
れ
︑
発
酵
に
よ
り
バ
イ
オ

ガ
ス
﹁Law gas

﹂
が
１
時
間
当

た
り
１
９
０
０
Ｎ
㎥ 

発
生
し
ま

す
︒成
分
割
合
は
メ
タ
ン（
Ｃ
Ｈ
４
）

が
65
％
︑
Ｃ
Ｏ
２
が
35
％
で
す
︒

②
バ
イ
オ
ガ
ス
精
製
装
置

　
﹁Law gas

﹂を
精
製
し
Ｃ
Ｏ
２

を
取
り
除
き
︑
濃
度
95
％
の
Ｃ

Ｈ
４
を
﹁Bio-gas

﹂
と
し
て
︑

既
存
の
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
へ
戻
入

（
れ
い
に
ゅ
う
）
し
ま
す
︒
除
去

さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
２
の
濃
度
は
ほ
ぼ
１

０
０
％
で
す
︒

③
電
気
分
解
装
置

　

グ
リ
ー
ン
電
力
（
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
風
力
発
電
や
太

陽
光
発
電
）を
使
用
し
︑最
大
消

費
電
力
６
０
０
０
ｋ
Ｗ
で
水
を
電

気
分
解
し
ま
す
︒水
素（
Ｈ
２
）発

生
量
は
２
３
０
０
Ｎ
㎥
／
ｈ
で
す
︒

④
Ｈ
２
タ
ン
ク

　

電
気
分
解
に
よ
り
生
成
し
た

Ｈ
２
は
二
段
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
に
て

９
bar
に
圧
縮
さ
れ
︑
Ｈ
２
タ
ン
ク

に
た
め
ま
す
︒

⑤
反
応
炉

　

反
応
炉
を
含
め
た
設
備
で
は
︑

化
学
合
成
メ
タ
ン
ガ
ス﹁e-gas

﹂

が
精
製
さ
れ
ま
す
︒
Ｃ
Ｏ
２（
９

bar
）と
Ｈ
２（
９
bar
）の
ガ
ス
は
ニ
ッ

ケ
ル
触
媒
に
て
反
応
さ
せ
︑Ｃ
Ｈ
４

を
生
み
ま
す
︒
反
応
に
よ
る
発
熱

で
ガ
ス
温
度
は
５
０
０
度
に
達
す

る
た
め
︑反
応
炉
を
水
で
冷
却
し
︑

そ
の
廃
熱
は
バ
イ
オ
ガ
ス
発
生
設

備
で
再
利
用
し
て
い
ま
す
︒

　

反
応
炉
で
生
成
さ
れ
た
Ｃ
Ｈ
４

（
６
bar
︑
90
度
）
は
さ
ら
に
冷
却

と
乾
燥
が
行
わ
れ
︑
出
荷
時
は
マ

イ
ナ
ス
53
度
に
し
て
︑
最
大
３
５

０
Ｎ
㎥
／
ｈ
︑
日
量
に
す
る
と
約

８
４
０
０
Ｎ
㎥
が
﹁
ア
ウ
デ
ィ

e-gas
﹂
と
し
て
既
存
の
ガ
ス
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
へ
流
し
込
ま
れ
ま
す
︒

こ
れ
は
成
分
が
化
石
燃
料
で
あ
る

天
然
ガ
ス
と
全
く
変
わ
ら
な
い
た

め
︑
で
き
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
︒

そ
の
結
果
︑﹁
ア
ウ
デ
ィe-gas

﹂

は
天
然
ガ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
︑

ア
ウ
デ
ィ
の
天
然
ガ
ス
自
動
車
に

充
填
さ
れ
ま
す
︵
図
︶︒

　

自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
ら
精
製
す
る

こ
と
は
世
界
初
で
︑Ｃ
Ｏ
２
削
減
︑

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
し
て

は
究
極
の
方
策
で
あ
り
︑
今
後
継

続
︑
拡
大
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
︒
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【図】アウディe-gas製造の流れ

　

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
㈱
は
︑
経
済
産
業
省
か

ら
の
補
助
事
業
で
あ
る
﹁
ト

ラ
ッ
ク
・
船
舶
等
の
運
輸
部

門
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
事
業
費
補
助
金
（
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
の
省
エ
ネ
化
推
進

事
業
）﹂
に
つ
い
て
︑
２
次
公

募
を
行
う
︒

　

同
事
業
は
︑
平
成
29
年
度

﹁
ト
ラ
ッ
ク
・
船
舶
等
の
運

輸
部
門
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
事
業
費
補
助
金

（
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
省
エ
ネ

化
推
進
事
業
及
び
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
車
等
の
点
検
整
備
の
高

度
化
に
よ
る
省
エ
ネ
推
進
事

業
）﹂
の
う
ち
︑
荷
主
と
の

連
携
を
要
件
に
ト
ラ
ッ
ク
事

業
者
の
﹁
車
両
動
態
管
理
シ

ス
テ
ム
﹂の
導
入
を
支
援
し
︑

当
該
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
と
荷

主
と
の
共
同
に
よ
る
輸
送
の

効
率
化
を
実
証
す
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
さ
れ
る
も
の

（
公
募
予
算
額
約
18
億
円
）︒

補
助
率
は
︑
ク
ラ
ウ
ド
型
車

載
器
＝
２
分
の
１
以
内
︑
メ

モ
リ
ー
カ
ー
ド
型
車
載
器
＝

３
分
の
１
以
内
︒
な
お
︑
導

入
後
は
︑
同
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
た
荷
主
と
の
連
携
に
よ

る
省
エ
ネ
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
︑
執
行
団
体
で
あ
る
同

社
に
報
告
す
る
必
要
が
あ
る
︒

　

申
請
受
付
期
間
は
９
月
25

日
㈪
～
10
月
10
日
㈫
（
消
印

有
効
）︒
な
お
︑
公
募
期
間

内
で
あ
っ
て
も
補
助
金
申
請

の
合
計
額
が
予
算
額
に
達
し

た
場
合
に
は
︑
予
算
額
に
達

し
た
日
の
前
日
を
も
っ
て
公

募
が
終
了
と
な
る
︒

　

詳
細
は
︑
同
社
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

経 産 省

車
両
動
態
管
理
シ
ス
テ
ム　
　

　
導
入
補
助
２
次
公
募
を
実
施

予
算
額
約
18
億
円

 

ス
ワ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
を
視
察

石
井
国
交
大
臣
、ホ
ー
ム
ロ
ジ
に

　

石
井
啓
一
国
土
交
通
大
臣

は
９
月
４
日
︑
神
奈
川
県
川

崎
市
の
ホ
ー
ム
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
社
（
ニ
ト
リ
グ
ル
ー
プ
）

等
を
訪
問
し
︑
ス
ワ
ッ
プ
ボ

デ
ィ
コ
ン
テ
ナ
車
両
を
視
察

し
た
︒

　

業
務
効
率
改
善
や
働
き
方

改
革
に
資
す
る
ス
ワ
ッ
プ
ボ

デ
ィ
コ
ン
テ
ナ
車
両
は
︑
ト

ラ
ッ
ク
ヘ
ッ
ド
と
荷
台
を
分

離
す
る
こ
と
が
で
き
︑
輸
送

業
務
と
荷
役
業
務
の
分
離
に

よ
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
待
機
時
間
解
消
や
︑
中
継

拠
点
で
の
荷
台
の
交
換
に
よ

る
中
継
輸
送
の
促
進
等
に
寄

与
し
︑
物
流
効
率
化
と
そ
れ

を
通
じ
た
働
き
方
改
革
の
実

現
が
期
待
さ
れ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
を
補
う
と
と
も

に
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
手
待
ち

時
間
を
解
消
︒
輸
送
と
積
み

込
み
・
荷
卸
し
を
分
離
す
る

こ
と
に
よ
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
１
人
当
た
り
の
輸

送
効
率
が
１
・
５
倍
に
改
善

す
る
と
い
う
︒

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
来
年

度
予
算
概
算
要
求
で
︑
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計
を
活

用
し
て
︑
ス
ワ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
コ

ン
テ
ナ
車
両
の
導
入
補
助
を

要
求
し
て
い
る
︒

　

特
別
仕
様
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
は
図
の
と
お
り
で
︑
寄

付
金
に
よ
る
大
会
開
催
支
援

（
１
０
０
０
円
以
上
の
寄
付
）

の
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
を
選
択
す
る
こ
と
も
可

能
︒
こ
の
寄
付
金
は
︑
大
会

開
催
に
必
要
と
な
る
交
通
サ

ー
ビ
ス
の
改
善
等
に
充
て
ら

れ
る
︒

　

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交

付
料
金
は
︑
地
域
に
よ
り
異

な
る
が
︑
東
京
地
区
は
７
２

１
０
円
（
寄
付
金
は
別
途
）︒

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
︑

最
寄
り
の
運
輸
局
・
運
輸
支

局
等
ま
で
︒

 

ド
ロ
ー
ン
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
実
験

離
着
陸
制
御
の
機
能
等
検
証

　

国
土
交
通
省
は
９
月
６

日
︑
長
野
県
伊
那
市
で
︑
物

流
用
ド
ロ
ー
ン
ポ
ー
ト
シ
ス

テ
ム
の
検
証
実
験
を
実
施
し

た
︒

　

国
交
省
は
ブ
ル
ー
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
㈱
︑
東
京
大
学
等

に
委
託
し
て
ド
ロ
ー
ン
ポ
ー

ト
の
研
究
開
発
に
着
手
し
︑

今
年
３
月
に
は
荷
物
輸
送
実

験
を
実
施
︒
こ
れ
を
踏
ま
え

今
回
は
︑
離
着
陸
制
御
の
機

能
お
よ
び
運
用
支
援
ク
ラ
ウ

ド
シ
ス
テ
ム
の
機
能
の
検
証

を
目
的
と
し
た
︒

　

実
験
で
は
︑﹁
道
の
駅
﹂

か
ら
高
齢
者
専
用
住
宅
ま
で

の
片
道
約
４
０
０
㍍
を
高
度

50
㍍
で
往
復
飛
行
︒
復
路
の

道
の
駅
で
の
着
陸
時
に
︑
離

着
陸
制
御
の
機
能
検
証
を
実

施
し
た
︒

　

国
土
交
通
省
は
８
月
31

日
︑
石
井
啓
一
大
臣
を
本
部

長
と
す
る
﹁
生
産
性
革
命
本

部
﹂
を
開
き
︑
同
省
の
﹁
生

産
性
革
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

20
﹂
の
進
捗
状
況
を
確
認
す

る
と
と
も
に
︑
特
に
工
夫
度

の
高
い
施
策
に
焦
点
を
絞
り
︑

﹁
国
土
交
通
フ
ォ
ー
カ
ス
﹂

と
し
て
取
り
ま
と
め
て
い
く

こ
と
を
決
め
た
︒

　
﹁
小
さ
な
イ
ン
プ
ッ
ト
で
で

き
る
だ
け
大
き
な
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
を
生
み
出
す
﹂
と
の
考

え
方
を
︑
国
土
交
通
行
政
全

般
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
目

的
で
︑
テ
ー
マ
は
︑
生
産
性

革
命
︑働
き
方
改
革
の
実
現
︑

Ｑ
Ｏ
Ｌ（Quality Of Life
）の

向
上
︑
安
全
・
安
心
の
確
保

の
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
本

格
導
入
を
目
指
し
︑
29
年
度

末
を
め
ど
に
実
験
を
取
り
ま

と
め
る
︒

　
﹁
ク
ル
マ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
革
命
﹂

で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
隊
列
走

行
に
つ
い
て
︑
来
年
１
月
か

ら
後
続
車
有
人
シ
ス
テ
ム
の

公
道
実
証
を
実
施
予
定
︒

　

さ
ら
に
﹁
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

渋
滞
対
策
﹂
と
し
て
東
名
・

大
和
ト
ン
ネ
ル
付
近
や
中
央

道
・
小
仏
ト
ン
ネ
ル
付
近

で
︑
引
き
続
き
対
策
を
推
進

す
る
︒

送
︱
︱
を
実
験
し
た
︒

　

ま
た
︑
有
人
走
行
で
は
︑

そ
れ
ぞ
れ
の
区
間
に
停
留
所

を
置
き
︑
人
が
乗
り
降
り
し

た
︒
定
員
は
着
席
６
人
（
立

席
10
人
）︒
な
お
︑
今
回
の

実
験
で
は
︑
か
な
ら
ず
緊
急

停
止
用
に
係
員
１
人
が
常
時

乗
車
し
た
︒

　

国
土
交
通
省
は
︑﹁
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
﹂

の
開
催
を
記
念
し
︑
９
月
４

日
か
ら
特
別
仕
様
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
交
付
申
し
込
み

を
開
始
し
て
い
る
︒

　

対
象
と
な
る
の
は
︑
新
車

・
中
古
車
の
購
入
時
だ
け
で

な
く
︑
現
在
使
用
中
の
ト
ラ

ッ
ク
も
可
能
で
︑
ナ
ン
バ
ー

を
変
更
す
る
こ
と
な
く
交
換

で
き
る
︒
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
エ
ン
ブ
レ

ム
を
２
枚
１
組
で
交
付
︒
前

後
面
に
ど
ち
ら
の
エ
ン
ブ
レ

ム
の
も
の
を
取
り
付
け
る
か

は
ユ
ー
ザ
ー
の
任
意
と
な
る
︒

で
︑
工
夫
度
の
高
い
施
策
を

中
心
に
︑
省
と
し
て
ア
ピ
ー

ル
す
べ
き
施
策
集
と
し
て
取

り
ま
と
め
る
︒

　

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗

の
う
ち
︑
物
流
生
産
性
革
命

に
つ
い
て
は
︑﹁
コ
ー
ル
ド
チ

ェ
ー
ン
物
流
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂

策
定
の
た
め
の
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
専
門
家
会
合
を
９
月
６
日

に
開
い
た
ほ
か
︑
ド
ロ
ー
ン

ポ
ー
ト
実
証
実
験
を
同
日
実

施
し
た
︒

　
﹁
道
路
の
物
流
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
﹂
で
は
︑
平
成
30
年
度

工
夫
度
の
高
い
施
策
に
焦
点

国
交
省
フ
ォ
ー
カ
ス
ま
と
め
へ

図　東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会
特別仕様ナンバープレート

図柄入りナンバー エンブレム付きナンバー

 

自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
の

実
証
実
験

道
の
駅「
に
し
か
た
」（
栃
木
）
で

　

国
土
交
通
省
は
９
月
２

日
︑
栃
木
県
栃
木
市
の
道
の

駅
﹁
に
し
か
た
﹂
で
︑
全
国

初
と
な
る
中
山
間
地
域
に
お

け
る
﹁
道
の
駅
﹂
を
拠
点
と

し
た
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
の

実
証
実
験
を
開
始
し
︑
開
始

式
を
開
催
し
た
︒
式
に
は
︑

石
井
啓
一
国
土
交
通
大
臣
︑

茂
木
敏
充
経
済
・
財
政
再
生

大
臣
︑
簗
和
生
︑
高
橋
克
法

の
両
国
交
大
臣
政
務
官
も
出

席
し
た
︒

　

開
始
式
で
石
井
大
臣
は
︑

﹁
今
後
︑
全
国
13
か
所
の
道

の
駅
等
を
拠
点
と
し
た
自
動

運
転
サ
ー
ビ
ス
を
順
次
開
始

し
て
い
く
が
︑
自
動
運
転
の

技
術
的
な
検
証
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
︑
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
検
討
を
進
め
︑
自
動
運

転
サ
ー
ビ
ス
の
平
成
32
年
ま

で
の
社
会
実
装
を
目
指
し
て

い
き
た
い
﹂と
あ
い
さ
つ
し
た
︒

　

今
回
の
実
験
は
︑
高
齢
化

が
進
む
中
山
間
地
域
で
の
物

流
や
人
の
移
動
手
段
を
確
保

す
る
た
め
︑
道
の
駅
の
周
辺

で
自
動
運
転
の
車
両
を
走
行

さ
せ
る
も
の
︒
実
験
に
使
用

さ
れ
た
の
は
︑
運
転
者
が
い

な
く
て
も
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
全
地
球

測
位
シ
ス
テ
ム
）
の
位
置
情

報
な
ど
を
用
い
て
自
動
走
行

で
き
る
車
で
︑
㈱
デ
ィ
ー
・

エ
ヌ
・
エ
ー
（
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
）

社
が
開
発
を
進
め
る
﹁
ロ
ボ

ッ
ト
シ
ャ
ト
ル
﹂︵
写
真
︶︒

同
車
は
︑
フ
ラ
ン
ス
企
業
製

の
車
両
を
ベ
ー
ス
に
し
た
も

の
で
︑
専
用
空
間
を
走
行
す

る
﹁
レ
ベ
ル
４
﹂
に
対
応
︒

こ
の
車
両
は
︑
あ
ら
か
じ
め

プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
ル
ー
ト

を
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
慣
性
計
測
装

置
︑
事
前
に
取
得
し
た
デ
ー

タ
に
よ
り
自
車
の
位
置
を
特

定
し
て
︑﹁
Ｌ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｒ
（
ラ

イ
ダ
ー
）﹂
と
呼
ば
れ
る
光

を
用
い
た
レ
ー
ダ
ー
に
よ
り

障
害
物
を
検
知
し
な
が
ら
走

行
す
る
︒
な
お
︑
プ
ロ
グ
ラ

ム
さ
れ
た
ル
ー
ト
か
ら
外
れ

た
り
︑
障
害
物
を
検
知
し
た

場
合
は
︑走
行
を
停
止
す
る
︒

車
内
に
ハ
ン
ド
ル
等
の
操
作

系
装
置
は
な
い
︒

　

９
月
２
日
か
ら
９
日
ま
で
︑

道
の
駅
に
し
か
た
と
栃
木
市

役
所
の
西
方
総
合
支
所
（
図

書
館
︑
公
民
館
︑
保
健
セ
ン

タ
ー
併
設
）︑
そ
し
て
近
隣

集
落
を
結
ぶ
約
２
㌔
㍍
の
間

を
結
ぶ
ル
ー
ト
を
走
り
︑
①

道
の
駅
か
ら
の
配
送
（
集
落

へ
の
食
料
品
等
の
配
送
︑
市

役
所
総
合
支
所
へ
の
弁
当
の

配
送
な
ど
）︑
②
集
落
か
ら

道
の
駅
へ
の
農
作
物
出
荷
箱

の
配
送
︑
③
図
書
館
と
集
落

間
の
貸
出
本
・
返
却
本
の
配

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
て

特
別
仕
様
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
交
付
開
始
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会 社 概 要

エテルナ運送 ㈱
本　　社　静岡県浜松市東区和田町226-4
設　　立　昭和43年1月
資 本 金　1,000万円
従業員数　10人（うちドライバー8人）

車 両 数　12台

ここが聞きたい！

四ツ谷社長に

コ
ン
ク
ー
ル
が
集
中
す
る
夏

楽
器
輸
送
に
総
力
挙
げ
る

　

エ
テ
ル
ナ
運
送
㈱
で
は
35

年
ほ
ど
前
か
ら
︑
市
内
で
も

吹
奏
楽
の
名
門
と
し
て
知
ら

れ
る
浜
松
商
業
高
等
学
校
吹

奏
楽
部
を
皮
切
り
に
︑
学
校

の
吹
奏
楽
部
の
楽
器
輸
送
を

手
が
け
る
よ
う
に
な
り
︑
現

在
で
は
40
校
程
度
の
中
学
・

高
校
の
吹
奏
楽
部
の
楽
器
輸

送
を
請
け
負
っ
て
い
る
︒
中

学
・
高
校
の
吹
奏
楽
部
は
︑

夏
休
み
に
入
る
と
コ
ン
ク
ー

ル
が
集
中
す
る
ほ
か
︑
高
校

野
球
を
は
じ
め
と
し
た
運
動

部
の
大
会
な
ど
で
応
援
の
た

め
に
演
奏
す
る
機
会
も
多

い
︒
そ
の
た
め
︑
同
社
で
も

夏
休
み
は
楽
器
輸
送
が
特
に

多
く
な
る
と
い
う
︒

吹
奏
楽
の
楽
器
は
多
種
多
彩

特
徴
を
覚
え
る
こ
と
が
大
事

　

と
こ
ろ
で
︑
吹
奏
楽
で
使

用
す
る
楽
器
は
︑
大
ま
か
に

は
木
管
楽
器
と
金
管
楽
器
︑

打
楽
器
な
ど
に
分
け
ら
れ
る

が
︑
細
か
く
み
て
い
く
と
形

や
音
色
︑
運
ぶ
際
の
注
意
点

な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
︒

　

金
属
製
の
木
管
楽
器
の
一

種
で
あ
る
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン

（
サ
ッ
ク
ス
）
を
例
に
挙
げ

る
と
︑
吹
奏
楽
で
は
﹁
テ
ナ

ー
・
サ
ッ
ク
ス
﹂﹁
ア
ル
ト
・

サ
ッ
ク
ス
﹂﹁
バ
リ
ト
ン
・
サ

ッ
ク
ス
﹂﹁
ソ
プ
ラ
ノ
・
サ
ッ

ク
ス
﹂
な
ど
が
使
わ
れ
る
︒

演
奏
の
規
模
を
事
前
に
把
握

カ
ギ
と
な
る

「
顧
問
と
の
打
ち
合
わ
せ
」

　

さ
て
︑
同
社
が
学
校
か
ら

楽
器
輸
送
の
た
め
の
配
車
依

頼
を
受
け
る
と
︑
ま
ず
白
井

喜
久
美
取
締
役
営
業
開
発
室

長
が
学
校
を
訪
問
し
︑
顧
問

の
先
生
と
の
綿
密
な
打
ち
合

わ
せ
を
行
う
︒

　

一
口
に
吹
奏
楽
団
と
い
っ
て

も
︑
ス
テ
ー
ジ
上
で
演
奏
す

る
人
数
に
よ
っ
て
﹁
大
編
成

（
50
人
程
度
）﹂
や
﹁
小
編
成

（
30
人
未
満
）﹂
と
い
う
規

模
に
分
け
ら
れ
︑
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
︑楽
団
の
規
模

（
編
成
）
ご
と
に
出
場
で
き

こ
れ
ら
は
︑
音
色
や
形
︑
大

き
さ
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な

っ
て
い
る
︒
そ
の
た
め
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
は
自
分
が
運
ん
で

い
る
の
が
ど
の
種
類
の
サ
ッ
ク

ス
な
の
か
を
理
解
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
︒

　

同
社
で
は
︑
入
社
し
た
ば

か
り
の
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
し
て
は
︑﹁
実
践
で
覚
え
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
﹂

と
の
考
え
か
ら
︑
先
輩
ド
ラ

イ
バ
ー
の
運
転
す
る
ト
ラ
ッ

ク
に
添
乗
さ
せ
︑
少
し
ず
つ

楽
器
の
名
前
や
特
徴
を
覚
え

て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
︒

る
部
門
が
分
け
ら
れ
て
い
る
︒

演
奏
す
る
人
数
が
多
け
れ

ば
︑
そ
れ
だ
け
多
く
の
楽
器

を
使
う
こ
と
に
な
り
︑
楽
器

輸
送
の
際
に
は
大
き
な
ト
ラ

ッ
ク
が
必
要
と
な
る
︒
し
か

し
︑
顧
問
の
先
生
は
﹁
物
流

の
プ
ロ
﹂
で
は
な
い
た
め
︑

ど
の
程
度
の
大
き
さ
の
ト
ラ

ッ
ク
を
依
頼
す
れ
ば
い
い
の

か
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
︒

そ
の
た
め
︑
白
井
取
締
役
が

﹁
ど
の
程
度
の
規
模
の
演
奏

に
な
り
そ
う
か
﹂︑
ま
た
﹁
ど

の
く
ら
い
の
楽
器
を
運
ぶ
こ

と
に
な
り
そ
う
か
﹂
を
顧
問

の
先
生
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
︑

﹁
物
流
の
プ
ロ
﹂
の
視
点
か

ら
︑
ど
の
車
両
を
使
え
ば
よ

り
効
率
的
に
運
ぶ
こ
と
が
で

き
る
か
を
提
案
し
て
い
る
︒

　
﹁
同
じ
学
校
か
ら
の
配
車

依
頼
で
あ
っ
て
も
︑
コ
ン
ク

学
校
が
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

す
る
と
い
う
こ
と
は
︑
各
学

校
か
ら
の
楽
器
を
乗
せ
た
何

台
も
の
ト
ラ
ッ
ク
が
会
場
に

押
し
寄
せ
る
と
い
う
こ
と
に

も
な
る
︒
楽
器
を
積
載
し
た

ト
ラ
ッ
ク
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は

﹁
早
く
会
場
に
ト
ラ
ッ
ク
を

付
け
て
荷
降
ろ
し
を
始
め
た

い
﹂
と
考
え
が
ち
だ
が
︑
到

着
順
に
そ
れ
ぞ
れ
が
勝
手
に

楽
器
を
降
ろ
し
て
し
ま
う
と

荷
降
ろ
し
し
た
順
番
と
演
奏

を
行
う
順
番
が
バ
ラ
バ
ラ
に

な
っ
て
し
ま
い
︑
会
場
裏
の
バ

ッ
ク
ヤ
ー
ド
が
混
乱
に
陥
っ

て
し
ま
う
︒
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
事
前
に
手
に
入
れ

て
お
く
こ
と
で
︑
い
つ
ト
ラ
ッ

ク
を
会
場
に
付
け
れ
ば
問
題

な
く
ス
ム
ー
ズ
に
楽
器
を
降

ろ
す
こ
と
が
で
き
る
か
が
予

測
で
き
る
の
で
あ
る
︒

棚
を
使
っ
た
上
下
二
段
積
み
で

多
く
の
楽
器
を
輸
送

　

そ
れ
で
は
︑
吹
奏
楽
の
楽

器
輸
送
を
行
う
当
日
の
様
子

に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
し

よ
う
︒
今
回
は
︑
浜
松
聖
星

高
等
学
校
吹
奏
楽
部︵
別
項
︶

の
︑
学
校
か
ら
練
習
会
場
と

な
る
ホ
ー
ル
へ
の
楽
器
輸
送

に
同
行
し
た
︒

　

楽
器
の
中
に
は
︑
木
琴
や

鉄
琴
（
マ
リ
ン
バ
︑
ビ
ブ
ラ

フ
ォ
ン
︑
シ
ロ
フ
ォ
ン
な
ど
）

の
よ
う
に
︑
足
に
車
輪
が
付

い
て
い
て
移
動
時
に
大
変
不

安
定
と
な
る
よ
う
な
も
の

や
︑
打
楽
器
の
テ
ィ
ン
パ
ニ
ー

の
よ
う
に
１
人
で
運
ぶ
に
は

大
き
い
も
の
︑
ま
た
ハ
ー
プ

の
よ
う
に
倒
れ
や
す
い
も
の

な
ど
も
あ
る
︒
そ
の
た
め
︑

パ
ワ
ー
ゲ
ー
ト
付
き
の
車
両

を
使
用
し
て
荷
役
作
業
の
省

力
化
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
︑

長
距
離
輸
送
の
際
に
は
エ
ア

サ
ス
車
を
使
う
よ
う
に
し
て

い
る
︒
な
お
︑
楽
器
の
輸
送

範
囲
は
離
島
を
除
い
た
全
国

各
地
に
わ
た
っ
て
い
る
︒

　

同
社
の
ト
ラ
ッ
ク
の
大
き

な
特
徴
と
し
て
︑
自
社
開
発

し
た
棚
を
庫
内
に
設
置
し
︑

上
下
二
段
積
み
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
点
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
︒
吹
奏
楽
の

楽
器
に
は
︑
先
述
し
た
よ
う

ー
ル
や
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
︑

そ
し
て
楽
器
が
演
奏
さ
れ
る

シ
ー
ン
な
ど
に
よ
っ
て
︑
楽

器
の
種
類
や
数
は
大
き
く
変

わ
っ
て
き
ま
す
︒
吹
奏
楽
部

の
楽
器
輸
送
を
行
う
に
あ
た

っ
て
は
︑
顧
問
の
先
生
へ
の
事

前
の
確
認
が
肝
に
な
り
ま
す
﹂

（
白
井
取
締
役
）

　

ま
た
︑
コ
ン
ク
ー
ル
の
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
あ
れ

ば
︑
事
前
に
顧
問
の
先
生
か

ら
手
に
入
れ
て
お
く
こ
と
も

大
切
だ
︒
コ
ン
ク
ー
ル
に
は

１
日
で
何
十
校
も
の
学
校
が

出
場
し
︑
ス
テ
ー
ジ
上
で
は

分
刻
み
で
学
校
が
入
れ
替
わ

り
︑
演
奏
が
次
々
に
行
わ
れ

て
い
く
︒
一
方
で
︑
多
く
の

な
大
き
く
て
重
い
も
の
が
あ

る
一
方
で
︑
サ
ッ
ク
ス
や
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
︑
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
な

ど
比
較
的
小
さ
く
て
軽
い
も

の
も
あ
る
︒
そ
の
た
め
︑
棚

の
下
段
に
は
大
き
く
て
背
の

低
い
マ
リ
ン
バ
や
テ
ィ
ン
パ
ニ

ー
な
ど
を
︑
上
段
に
は
小
さ

い
も
の
と
分
け
て
積
載
す
る

こ
と
で
︑
通
常
の
平
積
み
に

比
べ
て
多
く
の
楽
器
を
輸
送

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
︒
な
お
︑
こ
の
棚
は
︑

同
社
の
車
庫
を
出
発
す
る
前

に
２
人
が
か
り
で
設
置
し
て

い
る
︒

積
み
降
ろ
し
は
生
徒
が
実
施

生
徒
の
動
き
に
注
意
を
払
う

　

ト
ラ
ッ
ク
が
浜
松
聖
星
高

校
に
到
着
す
る
と
︑
楽
器
を

抱
え
た
吹
奏
楽
部
の
生
徒
が

次
々
に
や
っ
て
き
て
︑
楽
器

を
自
分
た
ち
で
ト
ラ
ッ
ク
に

積
ん
で
い
く
︒

　

楽
器
の
積
み
込
み
は
︑
基

本
的
に
は
生
徒
が
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑

吹
奏
楽
部
の
活
動
に
お
い

て
︑
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
や
フ
ル

ー
ト
︑
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
な
ど

と
い
っ
た
比
較
的
小
さ
な
楽

器
は
︑
基
本
的
に
は
演
奏
を

担
当
す
る
本
人
が
自
分
で
使

う
楽
器
を
購
入
す
る
た
め
︑

﹁
自
分
の
楽
器
は
自
分
の
手

で
︑大
切
に
積
み
込
み
た
い
﹂

と
い
う
︑
生
徒
の
﹁
自
分
の

楽
器
﹂
へ
の
こ
だ
わ
り
も
あ

る
と
い
う
︒
ま
た
︑
顧
問
の

先
生
と
し
て
も
︑﹁
生
徒
た

ち
に
︑
責
任
を
も
っ
て
自
分

の
楽
器
を
扱
っ
て
も
ら
い
た

い
﹂
と
い
う
教
育
的
側
面
も

あ
る
よ
う
だ
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
生
徒
が

何
の
楽
器
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積

も
う
と
し
て
い
る
の
か
を
見

極
め
︑
楽
器
を
置
く
場
所
を

指
示
す
る
︒
大
き
さ
が
ま
ち

ま
ち
な
楽
器
は
︑
全
て
を
庫

内
で
完
全
に
固
定
さ
せ
る
こ

と
が
難
し
い
︒
積
み
込
み
の

際
に
は
ド
ラ
イ
バ
ー
が
生
徒

に
対
し
て
小
ま
め
に
指
示
を

行
い
︑
輸
送
事
故
防
止
に
繋

げ
て
い
る
︒

　

な
お
︑
積
み
込
み
の
際
に

は
︑
多
く
の
楽
器
は
ケ
ー
ス

に
入
っ
た
状
態
で
運
ば
れ
て

く
る
︒
ケ
ー
ス
を
開
け
て
︑

中
に
ど
ん
な
楽
器
が
入
っ
て

い
る
の
か
を
１
つ
ひ
と
つ
確
認

す
る
よ
う
な
時
間
は
な
い
︒

ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
ケ
ー
ス
を

見
た
だ
け
で
中
に
何
が
入
っ

て
い
る
の
か
を
判
断
し
︑
ど

の
場
所
に
︑
ど
の
よ
う
に
積

め
ば
輸
送
時
の
転
倒
事
故
等

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
他
校
で
は
ド

ラ
イ
バ
ー
の
指
示
に
反
発
し

た
り
︑
面
白
半
分
に
パ
ワ
ー

ゲ
ー
ト
を
操
作
し
よ
う
と
す

る
よ
う
な
生
徒
も
み
ら
れ
る

そ
う
だ
︒
し
か
し
︑
生
徒
が

危
険
な
こ
と
や
事
故
に
繋
が

り
か
ね
な
い
よ
う
な
こ
と
を

し
よ
う
と
し
た
際
に
は
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
は
躊
躇
な
く
生
徒

に
対
し
て
注
意
を
行
う
︒
ま

た
︑
パ
ワ
ー
ゲ
ー
ト
を
操
作

す
る
際
に
も
︑﹁
動
く
よ
！

　

上
が
る
（
下
が
る
）
か
ら

よ
け
て
！
﹂
と
大
き
な
声
で

注
意
喚
起
を
行
う
よ
う
に
し

て
い
る
︒

　
﹁
当
社
で
は
︑
生
徒
の
安

全
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
︑

パ
ワ
ー
ゲ
ー
ト
の
操
作
は
必

ず
ド
ラ
イ
バ
ー
が
行
い
︑
生

徒
に
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は

し
て
い
ま
せ
ん
︒
一
方
で
︑

大
人
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な

い
よ
う
な
生
徒
も
い
ま
す
か

ら
︑﹃
積
み
降
ろ
し
作
業
で

は
生
徒
の
動
き
に
気
を
付
け

る
よ
う
に
﹄
と
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
に
指
導
し
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

30
分
ほ
ど
で
楽
器
の
積
み

込
み
を
終
え
て
︑
ト
ラ
ッ
ク

は
浜
松
聖
星
高
校
を
出
発
︒

ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
す
る
際
に

は
︑
急
ハ
ン
ド
ル
が
原
因
で

楽
器
が
動
き
出
し
た
り
倒
れ

た
り
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
は
特
に
ハ
ン
ド

ル
操
作
に
注
意
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
と
い
う
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
が
練
習
会
場
の

ホ
ー
ル
に
到
着
す
る
と
︑
電

車
や
バ
ス
な
ど
の
交
通
機
関

を
利
用
し
て
移
動
し
て
き
た

生
徒
が
︑
再
び
自
分
た
ち
で

楽
器
を
降
ろ
し
て
い
く
︒

　

楽
器
の
積
み
降
ろ
し
時
に

は
︑
リ
ー
ダ
ー
格
の
生
徒
が

全
て
の
楽
器
が
間
違
い
な
く

運
ば
れ
た
か
ど
う
か
を
チ
ェ

ッ
ク
︒
全
て
の
楽
器
が
生
徒

た
ち
に
引
き
渡
さ
れ
た
段
階

で
︑
リ
ー
ダ
ー
格
の
生
徒
が

引
渡
書
に
サ
イ
ン
す
る
︒
楽

器
の
積
み
込
み
だ
け
で
は
な

く
︑
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
の
荷
降

ろ
し
や
荷
物
の
確
認
作
業
︑

そ
し
て
引
渡
書
へ
の
サ
イ
ン

も
︑
顧
問
の
先
生
で
は
な
く

生
徒
が
自
ら
行
う
の
で
あ
る
︒

　

部
活
動
に
は
︑﹁
楽
器
演

奏
の
技
量
を
高
め
る
場
﹂
と

し
て
だ
け
で
は
な
く
︑﹁
生
徒

の
自
主
性
を
養
う
場
﹂
と
し

て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い

る
︒
今
回
の
吹
奏
楽
部
の
楽

器
輸
送
を
通
じ
て
︑﹁
自
分

た
ち
の
楽
器
は
︑
自
分
た
ち

で
責
任
を
も
っ
て
運
送
会
社

に
運
ん
で
い
た
だ
く
﹂
と
い

う
生
徒
の
真
摯
な
思
い
を
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
︒
そ

し
て
︑
楽
器
輸
送
を
担
う
同

社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
単
に
輸

送
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
︑

時
に
温
か
く
︑
時
に
厳
し
く

生
徒
に
接
す
る
こ
と
で
︑
生

徒
の
自
立
心
を
育
む
役
割
を

も
担
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
︒

︵
取
材
協
力
︶
エ
テ
ル
ナ
運

送
㈱　

四
ツ
谷
剛
代
表
取
締

役
、
白
井
喜
久
美
取
締
役
営

業
開
発
室
長

３
年
連
続
全
国
大
会
出
場
！

浜
松
聖
星
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

　

浜
松
聖
星
高
等
学
校
（
静

岡
県
浜
松
市
︑
北
脇
保
之
理

事
長
）
は
︑
昭
和
31
年
に
浜

松
海
の
星
高
等
学
校
（
女
子

高
）
と
し
て
創
設
︒
今
年
４

月
か
ら
は
共
学
と
な
り
︑
そ

れ
を
機
に
学
校
名
を
﹁
浜
松

聖
星
高
等
学
校
﹂と
変
更
し
︑

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
︒

　

吹
奏
楽
部
は
全
国
レ
ベ
ル

で
の
活
躍
を
続
け
て
お
り
︑

昨
年
度
は
日
本
の
吹
奏
楽
界

で
は
最
大
規
模
の
大
会
で
あ

る
﹁
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
﹂（
銀
賞
）
な
ど
数
多

く
の
賞
を
受
賞
し
た
︒
今
年

８
月
に
行
わ
れ
た
﹁
第
72
回

東
海
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
﹂

で
は
金
賞
を
受
賞
︒
こ
れ
に

よ
り
︑﹁
全
日
本
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
﹂
３
年
連
続
出
場

が
決
ま
っ
た
︒
な
お
︑
全
国

大
会
は
10
月
22
日
に
︑
名
古

屋
国
際
会
議
場
セ
ン
チ
ュ
リ

ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
︒

︵
写
真
提
供
：
浜
松
聖
星

高
等
学
校
︶

　

当
社
は
古
く
か
ら
ヤ
マ
ハ

㈱
の
吹
奏
楽
団
の
楽
器
の
運

搬
に
携
わ
っ
て
き
て
い
る
ほ

か
︑
ピ
ア
ノ
や
エ
レ
ク
ト
ー

ン
な
ど
の
製
品
輸
送
も
行
っ

て
き
ま
し
た
︒
こ
う
し
た
楽
器
輸
送
に
お
け
る
実
績
が

中
学
校
や
高
校
の
皆
様
に
広
が
っ
て
い
き
︑
学
校
や
社

会
人
の
吹
奏
楽
団
の
楽
器
輸
送
も
行
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
︒
ま
た
︑
最
近
で
は
﹁
学
校
の
演
劇
部
の
大
道
具

を
運
ん
で
ほ
し
い
﹂
と
い
っ
た
依
頼
も
い
た
だ
く
よ
う
に

な
る
な
ど
︑
仕
事
の
幅
が
一
層
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
︒

　

バ
ブ
ル
景
気
崩
壊
以
降
︑
楽
器
の
運
搬
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
っ
た
同
業
他
社
が
増
え
ま
し
た
︒

当
社
と
し
て
は
︑
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
実

績
を
武
器
に
︑
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

に
よ
っ
て
差
別
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
︒
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
に
楽
器
を
使
わ
れ

る
自
治
体
が
増
え
て
い
ま
す
の
で
︑
Ｐ
Ｒ
活

動
を
よ
り
強
化
し
︑
業
務
拡
大
に
繋
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　

吹
奏
楽
団
が
使
用
す
る
楽
器
は
︑
木
管

楽
器
や
金
管
楽
器
︑
打
楽
器
な
ど
実
に
多

彩
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
の
楽
器
は
︑
振
動
や

湿
気
︑
温
度
な
ど
に
対
し
デ
リ
ケ
ー
ト
で

あ
る
た
め
︑
慎
重
か
つ
丁
寧
に
輸
送
す
る

必
要
が
あ
る
︒

　

今
回
は
︑
中
学
・
高
校
の
吹
奏
楽
部
や

社
会
人
吹
奏
楽
団
の
楽
器
輸
送
な
ど
を
手

が
け
る
︑
静
岡
県
浜
松
市
に
本
社
を
置
く

エ
テ
ル
ナ
運
送
株
式
会
社
（
四
ツ
谷
剛
代

表
取
締
役
）
を
訪
ね
︑
同
社
に
お
け
る
楽

器
輸
送
作
業
に
密
着
し
た
︒

効
率
輸
送
の
決
め
手
は「
自
社
開
発
の
棚
」

「
大
切
な
楽
器
」の
音
色
も
守
る

静
岡
県
浜
松
市
　
エ
テ
ル
ナ
運
送
株
式
会
社

吹奏楽部の楽器輸送第21回第21回

お も し ろ 輸 送

浜松聖星高校吹奏楽部の楽器を積載した同社のトラックが、学校を出発する

積み込み前の準備作業

楽器の荷降ろし作業の流れ

楽器の積み込み作業の流れ

② 

ボ
デ
ィ
側
面
に
学

校
名
を
記
し
た
プ

レ
ー
ト
を
差
し
込

む
。同
社
に
は
多
く

の
学
校
の
吹
奏
楽

部
の
プ
レ
ー
ト
が

用
意
さ
れ
て
い
る

︵
写
真
右
︶

❷  

打
楽
器
の
一
種
で
あ
る
テ
ィ
ン
パ
ニ
ー
を

積
む
。
安
全
面
を
考
慮
し
、
パ
ワ
ー
ゲ
ー

ト
の
操
作
は
同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
行
う

❸  

上
段
に
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
な
ど
比
較
的
小

さ
い
楽
器
を
乗
せ
る
。
棚
は
人
が
乗
っ
て

も
大
丈
夫
な
ほ
ど
に
頑
丈
で
あ
る

❹  

走
行
中
に
楽
器
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
楽
器
に
布
団

を
か
ぶ
せ
た
状
態
で
し
っ
か
り
固
縛
す
る

❻  

全
て
の
楽
器
を
積
み
終
え
た
と
こ
ろ
で
、

同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
楽
器
の
固
定
状
態

を
念
入
り
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る

❺  

積
み
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
リ
ー
ダ
ー
格

の
生
徒
が
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
ま
れ
た
楽

器
を
１
つ
ひ
と
つ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く

① 

練
習
会
場
と
な
る
ホ
ー
ル
に
楽
器
を
積

載
し
た
ト
ラ
ッ
ク
が
到
着

② 
重
い
楽
器
な
ど
も
抱
え
る
よ
う
に
し
て

生
徒
が
一
生
懸
命
運
ぶ

③ 

ハ
ー
プ
は
重
く
て
倒
れ
や
す
い
た
め
、慎

重
に
運
ぶ
必
要
が
あ
る

④ 

リ
ー
ダ
ー
格
の
生
徒
が
引
渡
書
に
サ
イ

ン
し
、
練
習
会
場
ま
で
の
輸
送
が
終
了

① 

楽
器
の
上
下
二
段
積
み
輸
送
を
行
う
た

め
、
庫
内
に
自
社
開
発
の
棚
を
セ
ッ
ト

❶ 

庫
内
に
棚
を
セ
ッ
ト
し
た
状
態
で
、
ト

ラ
ッ
ク
が
浜
松
聖
星
高
校
に
到
着
。
こ
の

日
は
練
習
会
場
ま
で
の
楽
器
輸
送
を
行
う

❷

❸

❹

②

③

④

① ❶

①

白井 喜久美
取締役営業開発室長

四ツ谷 剛
代表取締役

　

静
岡
県
浜
松
市
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
の
輸
送
機
器
産

業
や
、
浴
衣
な
ど
の
繊
維
産
業
、
そ
し
て
ピ
ア
ノ
を
は
じ

め
と
す
る
楽
器
産
業
が
盛
ん
で
、「
製
造
業
の
ま
ち
」「
モ

ノ
づ
く
り
の
ま
ち
」
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
浜
松
市
で

は
、
も
の
づ
く
り
中
心
の
「
楽
器
の
ま
ち
」
か
ら
文
化
面

で
の
発
展
を
目
指
す
た
め
に
、
昭
和
56
年
か
ら
「
音
楽
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
こ

う
し
た
音
楽
を
中
心
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
背
景
に
、
浜
松
市

内
で
は
吹
奏
楽
活
動
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
る
。
市
内
の
ほ
と

ん
ど
の
中
学
校
や
高
校
に
は

「
吹
奏
楽
部
」
ま
た
は
「
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
部
」
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
社
会
人
吹
奏
楽
団

も
数
多
く
活
動
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
団
体
の
中
に
は
全
国
レ

ベ
ル
の
実
力
・
実
績
を
も
つ
楽

団
も
あ
り
、
各
楽
団
が
高
い
レ

ベ
ル
で
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
。

［
コ
ラ
ム
］「
音
楽
の
ま
ち
」
浜
松
市

②

「
楽
器
の
ま
ち
」
に
ふ
さ
わ
し

く
、
浜
松
駅
前
に
は
楽
器
「
カ

リ
ヨ
ン
」
を
模
し
た
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
が
立
つ

❺

❻
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トラック追突事故防止マニュアル～追突事故撲滅キット～
掲出用ポスター④ 三大要因への働きかけ

居眠り 脇見 だろう運転

△ ○ ◎

常に状況変化を予測した運転をする

具体的な取組み

＜ドライバー＞
■　高速道、一般道共通
　　―　安全な速度を確保する。また、絶対に制限速度を遵守する。
　　―　適切かつ余裕ある車間距離を確保する。
　　―　常に行く先の渋滞や故障車などの存在を見据えて運転する。
　　―　カーブや豪雨、豪雪等の悪天候の見通しが悪い道路状況においては、細心の注意を払って
　　　　走行する。

＜管理者・事業者＞
■　ドライバーの心身に負担とならない運行管理
　　―　余裕のある運行計画の策定、ドライバーの健康・疲労への配慮、ドライバーとの信頼関係構築等
■　具体的な安全指導と実践チェック
　　―　理解しやすい具体的指導、理解度・実践状況の把握、ヒヤリハットや事故情報の共有等
■　安全風土の確立
　　―　安全責任を持つ、できることから始める、当たり前を繰り返す。

■　一般道
　　―　停止時は不意な発進を防ぐためにサイドブレーキをひく。
　　―　すぐに止まれるように、足はブレーキペダルに置く。
　　―　早めのブレーキを心がける。

トラック追突事故防止マニュアル～追突事故撲滅キット～
掲出用ポスター①

追突事故は、トラック事故の半分を占める。
さらに、ドライバーが死亡する事故につながりやすい。

「居眠り運転」「脇見運転」「だろう運転」が追突事故の三大要因である。
背景には、運行管理や安全体制に関する要因が存在する。

＜トラック事故に占める追突事故の割合＞

＜追突事故発生の要因関係の例＞

事業者に関する要因

厳しい経営環境

管理者に関する要因

他の要因

居眠り運転

ドライバー

管理者

事業者

3つの
安全行動

2つの
安全管理

1つの
安全体制 安全風土の確立に努める

具体的な安全指導と
実践チェックをする

ドライバーの心身に
負担とならない運行管理をする

適度な
緊張感を持ち
自己管理をする

運転に
集中するために
整理・整頓をする

常に状況変化を
予測した
運転をする

脇見運転

三位一体の対策

だろう運転

車両要因 環境要因

だろう運転

脇見運転

居眠り運転不健全な心身状態
（睡眠不足、疲労など）

不適切な運転行動
（車間距離不足など）

不十分な
日常の安全指導

（事故・ヒヤリハットの
情報共有不足など）

不適切な運行管理
（負担のかかる
運行計画など）

安全風土の希薄化
（営業最優先の
風土など）

ドライバーの背景要因 ドライバーの直接要因

追突以外
48％

＜トラック事故におけるドライバーの死亡事故割合＞
※ドライバーの死亡事故割合ー（第1当事者死亡事故件数）÷（死亡事故件数）

※公益財団法人交通事故総合分析センター発表資料（平成26年）より作成

死
亡
事
故
に
お
け
る

第
１
当
死
亡
事
故
率（
％
）

追
　
突
　
事
　
故

三大要因へ三位一体の対策で追突事故を撲滅しよう ！

三大要因

トラック追突事故防止マニュアル～追突事故撲滅キット～
掲出用ポスター③ 三大要因への働きかけ

居眠り 脇見 だろう運転

△ ◎ △

運転に集中するために整理・整頓をする

具体的な取組み

＜ドライバー＞
■　走行中は、伝票・ルートマップを手にしない。
■　走行中は、携帯電話を手に取らない。
■　ペットボトルやタバコなど、ものが倒れたり落ちたりしないようにする。

＜管理者・事業者＞
■　ドライバーの心身に負担とならない運行管理
　　―　余裕のある運行計画の策定、ドライバーの健康・疲労への配慮、ドライバーとの信頼関係構築等
■　具体的な安全指導と実践チェック
　　―　理解しやすい具体的指導、理解度・実践状況の把握、ヒヤリハットや事故情報の共有等
■　安全風土の確立
　　―　安全責任を持つ、できることから始める、当たり前を繰り返す。

トラック追突事故防止マニュアル～追突事故撲滅キット～
掲出用ポスター② 三大要因への働きかけ

居眠り 脇見 だろう運転

◎ ○ △

適度な緊張感を持ち自己管理をする

具体的な取組み

＜ドライバー＞

【運転中の自己管理】 【日常の自己管理】 【周りと協力した自己管理】

■　運転中の自己管理
　　―　眠気や疲れを感じたら、いったん休憩する。
　　―　高速道に乗ったら１時間以内に休憩する。
　　―　渋滞等で遅延が生じても、焦らずに管理者へ連絡する。
■　日常の自己管理
　　―　疲労をためないように心がけ、健康管理に気をつける。
■　周囲と協力した自己管理
　　―　上司、同僚、家族とコミュニケーションをとる。

＜管理者・事業者＞
■　ドライバーの心身に負担とならない運行管理
　　―　余裕のある運行計画の策定、ドライバーの健康・疲労への配慮、ドライバーとの信頼関係構築等
■　具体的な安全指導と実践チェック
　　―　理解しやすい具体的指導、理解度・実践状況の把握、ヒヤリハットや事故情報の共有等
■　安全風土の確立
　　―　安全責任を持つ、できることから始める、当たり前を繰り返す。

追突事故を撲滅しましょう！
「三位一体の対策」の徹底により

～
全
ト
協
「
ト
ラ
ッ
ク
追
突
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
～
追
突
事
故
撲
滅
キ
ッ
ト
～
」
よ
り

交通事故
防止特集

　事業用トラックの人身事故のうち、追突事故は半数以上を占めます。また、ド
ライバーが死亡する割合は、追突事故以外に比べ約2倍にもなります。
　このような追突事故の防止に向けて、全日本トラック協会では「トラック追突
事故防止マニュアル～追突事故撲滅キット～」を作成し、公表しています。ここ
では、ドライバー・管理者・事業者が、追突事故防止のために一体となって取り
組む「三位一体の対策」について、紹介していきます。
　なお、同マニュアルは全ト協ホームページよりダウンロードすることができます。
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国29か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国29か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

平成27年10月オープン！
「白河の関トラックステーション」

名称 所在地 電話番号 駐車台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 盛　岡 岩手県滝沢市巣子 960-4　 019-688-1514 39

❺ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❻ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❼ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❽ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❾ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

� 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 95

� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 45

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜ロ 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 53

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 53

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 1193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 徳　島 徳島県鳴門市大麻町姫田字先達 13-1 088-683-0260 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 63

� 鳥　栖 佐賀県烏栖市永吉町字来帰り 617-1 0942-83-7035 47

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノロ 6045-2 097-597-6233 43

� 宮　崎 宮崎県児湯郡新富町大字三納代字畑中 1765-1 0983-33-0880 18

� 鹿児島 鹿児島県鹿児島市西別府町 2941-19
（流通業務団地内）　 099-281-5960 50

※�駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

　

三
福
運
輸
㈱
は
︑
五
月
女

奈
緒
美
氏
の
父
親
で
あ
る
島

田
清
吾
氏
に
よ
っ
て
︑
平
成

３
年
に
設
立
さ
れ
た
運
送
会

社
で
あ
る
︒

　

さ
て
︑
奈
緒
美
氏
に
は
２

歳
年
上
の
兄
が
い
る
が
︑
父

親
が
立
ち
上
げ
た
会
社
を
引

き
継
ぐ
こ
と
な
く
︑
兄
は
大

学
を
卒
業
し
て
地
元
テ
レ
ビ

局
に
入
社
し
た
︒
奈
緒
美
氏

も
兄
と
同
じ
く
︑
当
初
は
会

社
を
継
ぐ
気
は
な
か
っ
た
︒

奈
緒
美
氏
は
新
潟
の
実
家
を

離
れ
て
東
京
の
短
大
で
英
語

を
学
び
︑全
日
本
空
輸
㈱（
Ａ

Ｎ
Ａ
）
に
客
室
乗
務
員
（
Ｃ

Ａ
）と
し
て
就
職
︒
そ
の
後
︑

結
婚
し
て
娘
を
授
か
り
︑
以

降
奈
緒
美
氏
は
Ｃ
Ａ
と
し
て

生
活
を
送
る
こ
と
に
な
る
︒

　

そ
の
頃
の
奈
緒
美
氏
と
同

社
と
の
関
係
と
い
え
ば
︑
新

潟
に
帰
省
し
た
際
に
父
親
に

会
社
に
連
れ
て
こ
ら
れ
︑
掃

除
の
手
伝
い
な
ど
を
す
る
程

度
だ
っ
た
︒
ま
た
︑
父
親
か

ら
会
社
の
経
営
状
況
に
つ
い

て
聞
く
こ
と
も
な
か
っ
た
︒

　

同
社
設
立
当
時
︑
父
親
は

52
歳
で
あ
っ
た
︒
そ
れ
か
ら

20
年
が
経
ち
︑
70
歳
を
過
ぎ

た
父
親
は
︑
体
調
を
崩
し
て

入
院
す
る
こ
と
が
増
え
た
︒

　

当
時
︑
兄
は
テ
レ
ビ
局
で

役
職
に
就
い
て
い
た
た
め
︑

テ
レ
ビ
局
を
退
職
し
て
同
社

の
経
営
を
引
き
継
ぐ
と
い
う

の
は
現
実
的
に
難
し
か
っ
た
︒

　

24
年
︑
新
潟
の
実
家
に
帰

省
し
た
奈
緒
美
氏
は
︑
母
親

か
ら
﹁
兄
で
は
な
く
︑
奈
緒

美
に
家
業
を
継
い
で
ほ
し
い
﹂

と
告
げ
ら
れ
た
︒
母
親
に
と

っ
て
は
︑
兄
が
家
業
を
継
ぐ

見
込
み
が
薄
い
こ
と
︑
ま
た

﹁
で
き
れ
ば
血
の
繋
が
り
の

あ
る
娘
に
家
業
を
継
い
で
も

ら
い
た
い
﹂
と
い
う
願
い
が

あ
っ
た
︒

　

一
方
︑
父
親
は
当
初
︑
兄

が
無
理
な
ら
そ
の
息
子
（
父

親
か
ら
見
る
と
孫
︑
奈
緒
美

氏
か
ら
み
る
と
甥
に
あ
た
る
）

に
事
業
を
継
が
せ
よ
う
と
考

え
て
い
た
︒
し
か
し
︑
兄
の

息
子
は
大
学
生
で
あ
り
︑
経

営
の
屋
台
骨
を
背
負
っ
て
立

つ
に
は
あ
ま
り
に
も
若
す
ぎ

る
︒
そ
こ
で
︑
父
親
は
奈
緒

美
氏
に
白
羽
の
矢
を
立
て
︑

﹁
将
来
﹃
３
代
目
経
営
者
﹄

と
な
る
孫
の
中
継
ぎ
と
し
て
︑

ま
ず
奈
緒
美
に
家
業
を
継
い

で
も
ら
い
た
い
︒
事
業
規
模

を
大
き
く
す
る
必
要
は
な
い
︒

こ
れ
ま
で
通
り
に
事
業
を
継

続
し
て
い
っ
て
く
れ
れ
ば
︑

そ
れ
で
い
い
﹂
と
言
っ
た
︒

　

取
締
役
統
括
部
長
と
し
て

入
社
し
た
奈
緒
美
氏
は
︑
入

社
早
々
か
ら
事
業
承
継
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
っ
た
︒

　

最
初
に
始
め
た
の
は
︑
経

理
の
勉
強
だ
っ
た
︒
父
親
は
︑

同
社
を
立
ち
上
げ
る
前
は
同

業
他
社
に
勤
め
て
い
た
が
︑

ず
っ
と
経
理
畑
を
歩
ん
で
き

て
い
た
︒
会
社
経
営
に
あ
た

っ
て
は
︑
財
務
へ
の
理
解
は

欠
か
せ
な
い
︒
そ
の
た
め
︑

奈
緒
美
氏
は
銀
行
な
ど
で
開

催
さ
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
に
通
い
︑

知
識
を
蓄
え
て
い
っ
た
︒
父

親
は
日
頃
か
ら
﹁
内
部
留
保

は
し
っ
か
り
確
保
す
べ
し
﹂

と
口
に
し
て
い
た
︒
取
引
先

の
印
刷
会
社
で
は
︑
内
部
留

保
を
多
く
確
保
し
て
お
り
︑

財
務
内
容
も
良
好
だ
っ
た
︒

奈
緒
美
氏
は
同
印
刷
会
社
か

ら
も
︑
安
定
し
た
経
営
基
盤

の
確
立
に
つ
い
て
学
ん
だ
︒

　

ま
た
︑
奈
緒
美
氏
に
は
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
の
経
験

が
全
く
な
か
っ
た
︒そ
こ
で
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
関
す

創
業
者
で
あ
る
父
親
と
︑
母

親
の
思
い
を
汲
み
取
り
︑
奈

緒
美
氏
は
同
社
の
経
営
を
引

き
継
ぐ
こ
と
を
決
意
し
た
︒

　

な
お
︑
奈
緒
美
氏
は
娘
と

２
人
で
横
浜
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に

住
ん
で
い
た
が
︑
当
時
娘
が

小
学
校
入
学
直
前
と
い
う
タ

イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
︒﹁
新
潟
に

移
り
住
む
の
な
ら
︑
入
学
式

か
ら
新
し
い
学
校
に
行
か
せ

た
方
が
い
い
﹂
と
い
う
︑
娘

に
対
す
る
母
親
と
し
て
の
思

い
も
︑
同
社
入
社
へ
の
決
め

手
に
な
っ
た
︒

　

奈
緒
美
氏
は
︑
25
年
３
月

に
そ
れ
ま
で
勤
め
て
い
た
Ａ

Ｎ
Ａ
を
退
職
︑
５
月
に
46
歳

で
同
社
に
入
社
し
た
︒

る
知
識
の
習
得
を
図
る
べ
く
︑

外
部
の
﹁
運
行
管
理
者
試
験

対
策
講
座
﹂
を
受
講
し
︑
運

行
管
理
者
の
資
格
取
得
に
向

け
て
勉
強
を
進
め
た
︒
そ
の

結
果
︑
２
回
目
の
受
験
で
運

行
管
理
者
試
験
に
合
格
し
た
︒

　

入
社
当
時
は
︑
同
社
の
従

業
員
か
ら
﹁
お
飾
り
社
長
﹂

と
し
て
み
ら
れ
る
こ
と
も
多

か
っ
た
と
い
う
︒
し
か
し
︑

奈
緒
美
氏
か
ら
感
じ
る
﹁
運

送
の
現
場
を
一
か
ら
学
び
た

い
﹂
と
い
う
強
い
熱
意
が
従

業
員
の
気
持
ち
を
動
か
し
て

い
き
︑
従
業
員
た
ち
は
次
第

に
奈
緒
美
氏
の
存
在
を
認
め

て
い
っ
た
︒

　

社
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
を
図
る
た
め
に
︑
奈
緒
美

氏
は
他
の
同
社
役
員
に
社
外

で
の
会
合
に
連
れ
て
行
っ
て

も
ら
う
こ
と
も
多
か
っ
た
︒

ま
た
︑
新
潟
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
青
年
部
に
も
参
加
し
︑

同
業
他
社
の
将
来
の
経
営
者

た
ち
と
の
交
流
も
深
め
た
︒

　
﹁
経
営
者
と
し
て
自
社
の

経
営
を
行
っ
て
い
く
に
あ
た
っ

て
︑
自
分
だ
け
で
は
い
い
ア

イ
デ
ア
が
浮
か
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
︒
青
年
部
の
交
流

会
な
ど
を
通
じ
て
他
の
皆
さ

ん
か
ら
の
話
を
聞
き
︑
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も

多
い
で
す
﹂
と
︑
奈
緒
美
氏

は
青
年
部
参
加
の
意
義
を
語

　

同
社
の
社
長
に
就
任
以

降
︑
奈
緒
美
氏
は
﹁
社
内
改

革
﹂
に
力
を
入
れ
て
い
る
︒

　

奈
緒
美
氏
は
︑
Ｃ
Ａ
と
し

て
の
経
験
を
踏
ま
え
︑
航
空

業
界
を
﹁
女
性
社
会
﹂﹁
プ

ロ
の
集
団
﹂﹁
徹
底
し
た
教

育
体
制
が
整
っ
て
い
る
﹂
と

み
て
い
る
︒
一
方
で
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
は﹁
男
性
社
会
﹂

﹁
自
由
奔
放
で
気
ま
ま
な
人

が
多
い
﹂﹁
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
ル

ー
ル
）
が
な
い
︑
社
員
教
育

が
な
い
﹂
と
感
じ
て
い
た
︒

　
﹁
法
令
遵
守
﹂﹁
マ
ナ
ー
ア

ッ
プ
﹂
な
ど
︑
Ｃ
Ａ
時
代
に

は
常
識
だ
っ
た
こ
と
が
運
送

会
社
の
従
業
員
に
と
っ
て
は

非
常
識
で
あ
り
︑
逆
に
運
送

会
社
の
従
業
員
に
と
っ
て
は

当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と
が
奈

緒
美
氏
に
と
っ
て
は
考
え
が

た
い
こ
と
で
あ
っ
た
︒
し
か

し
︑
昔
な
が
ら
の
企
業
体
質

の
ま
ま
で
は
︑
仕
事
を
失
っ

て
し
ま
い
か
ね
な
い
︒
だ
か

ら
こ
そ
︑﹁
会
社
を
常
識
の

あ
る
会
社
に
変
え
て
い
く
﹂

こ
と
で
︑
輸
送
品
質
を
高
め

る
と
と
も
に
︑
顧
客
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
も
繋
げ
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
︒

　

ま
ず
同
社
が
取
り
組
ん
で

い
る
の
が
﹁
法
令
遵
守
の
徹

底
﹂
で
あ
る
︒
運
送
会
社
が

生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
は
︑

労
働
条
件
を
改
善
し
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
を
確
保
す
る
こ
と
が

っ
て
い
る
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
奈
緒
美
氏
の

入
社
以
降
︑
父
親
は
入
退
院

を
繰
り
返
す
状
態
に
な
っ
て

い
た
︒
そ
こ
で
︑
銀
行
の
担

当
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
︑
自
社
株
式
の
生
前
贈

与
に
向
け
た
準
備
を
進
め
る

こ
と
に
し
た
︒

　

自
社
株
式
等
の
生
前
贈
与

に
よ
る
事
業
承
継
が
な
さ
れ

る
場
合
︑
贈
与
を
受
け
た
後

継
者
に
対
し
て
は
贈
与
税
が

課
税
さ
れ
る
︒
贈
与
税
の
税

率
は
高
い
（
暦
年
課
税
制
度

の
場
合
は
10
％
～
55
％
の
８

何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
︒
そ

の
た
め
同
社
で
は
︑
長
時
間

労
働
の
改
善
に
向
け
て
28
年

か
ら
﹁
改
善
基
準
告
示
を
守

る
﹂
と
宣
言
︒
ド
ラ
イ
バ
ー

の
労
働
環
境
改
善
に
向
け
て

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
従
業
員
の
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
に
も
注
力
︒﹁
マ
ナ
ー

は
日
々
教
え
て
い
か
な
け
れ

ば
定
着
し
な
い
﹂
と
の
考
え

か
ら
︑
あ
い
さ
つ
の
仕
方
や

言
葉
遣
い
︑
服
装
︑
た
ば
こ

の
ポ
イ
捨
て
禁
止
な
ど
の
貼

り
紙
を
作
成
し
て
社
内
の
掲

示
板
に
掲
出
す
る
な
ど
︑
周

知
徹
底
を
呼
び
か
け
て
い

る
︒
今
年
３
月
に
は
︑
地
元

の
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を

招
い
て
の
﹁
マ
ナ
ー
・
モ
ラ

ル
研
修
﹂
も
実
施
し
︵
写
真

上
︶︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
接
遇
力

向
上
を
図
っ
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
人
手
不
足
対
策

の
一
環
と
し
て
女
性
ド
ラ
イ

バ
ー
（
ト
ラ
ガ
ー
ル
）
の
採

用
も
進
め
て
い
る
︒
そ
れ
に

併
せ
て
︑
女
性
専
用
ト
イ
レ

の
設
置
や
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

用
の
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
の
改

装
と
い
っ
た
﹁
女
性
が
働
き

や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
﹂

に
取
り
組
む
︒
一
方
で
︑
子

育
て
を
行
う
男
性
社
員
に
と

っ
て
も
安
心
し
て
仕
事
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
︑28
年
９
月
に
は
﹁
男

性
社
員
が
育
児
休
業
を
取
得

で
き
る
﹂
こ
と
や
﹁
小
学
生

の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

社
員
が
年
12
日
の
育
児
日
を

取
得
で
き
る
﹂
こ
と
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
︑
就
業
規
則
の

改
定
も
行
っ
た
︒

経
営
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
︒
当
社
の
社
名
に
も﹃
三

福
﹄
と
あ
る
よ
う
に
︑﹃
３
つ

の
幸
福
﹄
を
大
事
に
し
な
が

ら
︑
今
後
も
存
続
で
き
る
会

社
に
し
て
い
く
た
め
の
取
り

組
み
を
精
い
っ
ぱ
い
続
け
て

い
き
ま
す
﹂
と
︑
奈
緒
美
氏

は
決
意
を
見
せ
た
︒

︵
取
材
協
力
︶
三
福
運
輸
㈱　

五
月
女
奈
緒
美
代
表
取
締
役

　
﹁
女
性
社
会
﹂
で
あ
る
航

空
業
界
か
ら
︑﹁
男
性
社
会
﹂

で
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

へ
の
転
身
を
果
た
し
︑
社
内

改
革
に
向
け
精
力
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
奈
緒
美
氏
︒
し

か
し
︑
入
社
当
初
は
︑
奈
緒

美
氏
に
と
っ
て﹁
非
常
識
な
﹂

従
業
員
達
と
の
日
々
を
送
る

中
で
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
︑

月
に
一
度
は
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン

の
あ
る
横
浜
に
娘
と
戻
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
︒
し

か
し
︑
社
長
に
就
任
以
降
︑

﹁
常
識
の
あ
る
会
社
に
変
え

て
い
く
﹂
と
い
う
強
い
決
意

と
と
も
に
︑
奈
緒
美
氏
は
奮

闘
し
て
き
た
︒

　

そ
う
し
た
中
︑
奈
緒
美
氏

は
現
在
の
夫
と
知
り
合
い
︑

新
潟
に
戻
っ
て
か
ら
１
年
後

に
再
婚
し
た
︒
夫
は
︑
同
社

か
ら
ほ
ど
近
く
の
場
所
に
あ

る
タ
イ
ヤ
販
売
会
社
の
社
長

で
︑
こ
の
会
社
と
は
先
代
社

長
時
代
か
ら
取
引
が
あ
っ

た
︒
再
婚
を
機
に
︑
奈
緒
美

氏
は
﹁
経
営
者
と
し
て
︑
こ

こ
で
骨
を
う
ず
め
た
い
﹂
と

腹
を
く
く
っ
た
の
だ
と
い
う
︒

　

同
社
に
は
︑
創
業
社
長
で

あ
る
島
田
清
吾
氏
が
制
定
し

た
経
営
理
念
が
あ
る
︒﹁
お

客
様
の
幸
せ
を
願
い
︑
社
員

の
幸
せ
を
願
い
︑
会
社
の
幸

せ
を
願
う
﹂︒
事
業
承
継
に

あ
た
っ
て
は
︑
先
代
社
長
か

ら
の
経
営
理
念
や
経
営
方
針

の
引
継
ぎ
は
な
か
っ
た
そ
う

だ
が
︑﹁
父
が
考
え
た
通
り
︑

お
客
様
や
社
員
に
信
頼
さ
れ

る
よ
う
な
会
社
で
な
い
と
︑

　

少
子
高
齢
化
問
題
が
深
刻
化
の
一
途
を
た
ど
る
我
が
国

で
︑
近
年
後
継
者
難
に
苦
し
ん
で
い
る
中
小
企
業
が
増
加
傾

向
に
あ
る
︒
経
営
者
の
高
齢
化
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
中
︑
若

い
経
営
者
等
へ
の
事
業
承
継
が
円
滑
に
進
ま
な
け
れ
ば
︑
最

終
的
に
廃
業
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
企
業
が
続
出
し
︑
今

後
全
国
で
多
く
の
雇
用
の
場
が
失
わ
れ
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ

る
︒
中
小
企
業
に
お
い
て
は
︑
事
業
承
継
問
題
は
待
っ
た
な

し
の
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
︒

　

そ
こ
で
本
特
集
で
は
︑
昨
年
に
引
き
続
い
て
４
回
に
わ
た

り
︑
事
業
承
継
に
踏
み
切
っ
た
中
小
運
送
事
業
者
に
お
け
る

事
例
を
紹
介
︒
実
際
に
行
わ
れ
た
事
業
承
継
に
関
す
る
取
り

組
み
や
︑
事
業
承
継
前
後
に
お
け
る
問
題
点
へ
の
対
応
な
ど

に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
く
︒

　

今
回
は
︑
平
成
27
年
に
︑
父
親
で
あ
る
前
社
長
か
ら
現
社

長
へ
の
事
業
承
継
を
行
っ
た
︑
三
福
運
輸
㈱
（
五そ

お

と

め

月
女
奈
緒

美
代
表
取
締
役
）
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
︒

客
室
乗
務
員
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
蓄
積

父
母
の
望
み
に
応
え
家
業
を
継
ぐ
決
心
固
め
る

「
運
送
の
現
場
を
一か
ら
学
び
た
い
」

強
い
思
い
で
事
業
承
継
へ
の
準
備
を
加
速

お
客
様
や
社
員
に
信
頼
さ
れ
る
会
社
を
目
指
し
て

「
３
つ
の
幸
福
」
堅
持
し
飛
躍
を
誓
う

企
業
体
質
を
変
革
し
生
き
残
り
を
か
け
る

労
働
環
境
改
善
に
も
力
を
注
ぐ

わ
が
社
を
「
常
識
の
あ
る
」
会
社
に
変
え
て
い
く

父
親
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
継
ぎ
社
内
改
革
に
奔
走

第
２
回 

親
族
内
承
継
②

三み

ふ

く福
運
輸
㈱
（
新
潟
県
新
発
田
市
）

五月女 奈緒美
代表取締役

中小運送事業者における

事業承継特集Ⅱ

会社名　　三福運輸株式会社
代表者　　五月女 奈緒美 代表取締役
所在地　　新潟県新発田市横岡 1166-2
設　立　　平成３年７月１日
資本金　　2,000 万円
従業員数　37 人（うち女性 7 人）
所有台数　32 台

会社概要

段
階
）
た
め
︑
税
額
が
大
き

く
な
る
と
後
継
者
に
か
か
る

経
済
的
負
担
が
重
荷
と
な

る
︒
た
だ
し
︑
暦
年
課
税
制

度
を
活
用
し
た
場
合
︑
毎
年

１
１
０
万
円
の
非
課
税
枠（
基

礎
控
除
額
）
が
発
生
す
る
た

め
︑
年
間
同
額
ず
つ
贈
与
を

受
け
れ
ば
贈
与
税
は
非
課
税

と
な
る
︒
と
こ
ろ
が
︑
こ
の

方
法
を
取
ろ
う
と
す
る
と
︑

生
前
贈
与
を
終
え
る
ま
で
に

は
長
い
期
間
が
か
か
る
︒
結

局
︑
同
社
に
お
い
て
も
︑
時

間
的
な
余
裕
か
ら
暦
年
課
税

制
度
を
活
用
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
︒

　
﹁
当
社
で
は
暦
年
課
税
制

度
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
た
め
︑
銀
行
の
担

当
者
ら
と
相
談
し
な
が
ら
︑

ど
う
す
れ
ば
負
担
が
少
な
い

形
で
自
社
株
式
の
生
前
贈
与

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
︑
検
討
を
重
ね
る
必
要
が

出
て
き
ま
し
た
︒
い
ま
振
り

返
る
と
︑
贈
与
税
の
負
担
軽

減
と
い
う
意
味
で
は
︑
よ
り

早
く
か
ら
先
代
社
長
の
父
と

事
業
承
継
に
関
す
る
相
談
を

し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
﹂

（
五
月
女
社
長
）

　

自
社
株
式
の
生
前
贈
与
が

終
わ
っ
た
27
年
４
月
︑
父
親

に
代
わ
っ
て
奈
緒
美
氏
が
同

社
の
社
長
に
就
任
し
︑
父
親

は
会
長
と
な
っ
た
︒そ
し
て
︑

そ
の
１
か
月
後
︑
父
親
で
あ

る
島
田
清
吾
氏
は
77
歳
で
亡

く
な
っ
た
︒
後
に
奈
緒
美
氏

が
知
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
︑

24
年
に
奈
緒
美
氏
が
新
潟
に

帰
省
す
る
少
し
前
に
︑
父
親

は
医
者
か
ら
﹁
あ
と
１
年
﹂

と
余
命
宣
告
を
受
け
て
い

た
︒
振
り
返
れ
ば
︑
こ
の
余

命
宣
告
が
︑
創
業
社
長
に
自

社
の
事
業
承
継
を
考
え
さ
せ

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
も
い

え
る
だ
ろ
う
︒

ドライバーのマナーアップを図るため、フリーアナウンサーを招いての「マナー・モラル研
修」を行っている

同社では医薬品や米菓、家具の輸送などを
手がけている
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食
　
文
　
化

114「
滋
味
の
ふ
る
さ
と
②
」 

丹
波
篠さ

さ

や

ま山
、黒
豆
の
枝
豆

　

丹
波
篠
山
と
は
京
都
︑
大

阪
︑
神
戸
の
裏
庭
に
あ
た
る

丹
波
地
方
の
中
心
地
・
兵
庫

県
篠
山
市
の
こ
と
︒
山
深
い

盆
地
に
開
け
た
人
口
４
万
２

千
人
の
城
下
町
で
は
あ
る

が
︑
ど
の
大
都
市
か
ら
も
車

で
ほ
ん
の
１
時
間
ち
ょ
っ
と
︒

　

こ
こ
は
京
阪
神
を
支
え
る

食
材
の
宝
庫
︒大
納
言
小
豆
︑

栗
︑
山
の
芋
︑
山
椒
な
ど
特

産
物
は
数
々
あ
る
け
れ
ど
︑

と
り
わ
け
美
味
な
の
は
黒
豆

で
あ
る
︒

　

黒
豆
と
は
︑
表
皮
が
黒
い

大
豆
︒
黒
色
は
ポ
リ
フ
ェ
ノ

ー
ル
の
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
色

素
に
由
来
し
︑
抗
酸
化
作
用

が
あ
る
︒
江
戸
時
代
初
期
か

ら
篠
山
で
つ
く
ら
れ
て
き
た

の
は
﹁
丹
波
黒
﹂
と
い
う
伝

統
品
種
で
︑
少
女
コ
ミ
ッ
ク

枝
豆
﹂
が
す
ば
ら
し
い
︒
み

っ
し
り
も
ち
も
ち
︑
野
太
さ

と
高
貴
さ
が
口
中
で
溶
け
合

う
味
は
何
と
も
言
え
な
い
︒

　

Ｉ
タ
ー
ン
の
若
手
農
家
・

酒
井
裕
行
さ
ん
の
畑
に
伺
っ

た
︒
白
鷺
が
羽
根
を
休
め
︑

丹
波
富
士
が
す
ぐ
近
く
に
大

き
く
見
え
る
が
︑
篠
山
川
を

渡
れ
ば
す
ぐ
に
市
内
中
心
部

と
い
う
立
地
で
あ
る
︒

無
農
薬
の
豆
は
︑
見
た
目
は

無
骨
だ
が
︑
茹
で
て
い
る
と

き
か
ら
豆
の
か
ぐ
わ
し
い
香

り
が
漂
っ
て
き
て
︑
頰
ば
る

と
お
い
し
す
ぎ
て
笑
っ
て
し

ま
う
く
ら
い
だ
︒

　

な
お
︑
こ
の
時
季
に
刈
り

取
ら
ず
︑
莢
が
乾
燥
す
る
ま

で
完
熟
さ
せ
る
と
︑
一
般
に

い
う
黒
豆
に
な
る
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

の
ヒ
ロ
イ
ン
の
黒
い
瞳
の
よ

う
に
ぱ
っ
ち
り
し
た
大
粒
︒

粒
が
大
き
い
分
だ
け
成
熟
は

遅
い
け
れ
ど
︑
滋
養
は
た
っ

ぷ
り
で
︑
煮
豆
に
す
る
と
︑

濃
く
て
情
の
深
い
味
に
な
る
︒

　

こ
の
黒
豆
は
お
せ
ち
料
理

で
ば
か
り
有
名
に
な
っ
て
い

る
が
︑
実
は
︑
10
月
中
旬
か

ら
た
っ
た
２
週
間
だ
け
出
回

る
黒
豆
の
枝
豆
︑つ
ま
り
﹁
黒

　

黒
枝
豆
は
雄
々
し
く
成
長

し
て
い
た
︒
葉
は
黄
に
色
づ

き
︑
莢さ

や

は
色
黒
︒
で
も
︑
莢

は
ま
だ
み
ず
み
ず
し
い
︒
そ

っ
と
莢
を
開
く
と
︑
豆
は
黒

で
は
な
く
灰
色
︒
ま
た
︑
豊

満
さ
が
篠
山
産
黒
枝
豆
の
特

徴
で
︑
基
本
は
２
粒
入
り
︒

改
良
の
進
ん
だ
品
種
の
よ
う

に
３
粒
入
り
に
な
る
こ
と
は

ま
れ
で
あ
る
︒
酒
井
さ
ん
の

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜労働安全衛生法編〜
 【解 答】２面に問題
❶ ×（労働安全衛生法第66条第1項・同規
則第43条）常時使用する労働者を雇い入れ
るとき、当該労働者に健康状態を問わず、医
師による健康診断を行わなければならない。
ただし、医師による健康診断を受けた後、3
か月を経過しない者を雇い入れる場合で、そ
の者が当該健康診断の結果を証明する書面
を提出したときは、当該健康診断の項目に相
当する項目については、この限りでない。 
❷ ○（労働安全衛生法第66条第1項・同規
則第44条第1項,第45条第1項）規則第13条第
1項第2号において、深夜業を含む業務につ
いては、6か月ごとに1回と定められている。
❸ ×（労働安全衛生規則第43条、第44条第

1項,第45条第1項）健康診断の診断項目につ
いては、労働安全衛生規則で定められてお
り、事業者が任意に決めるものではない。
❹ ×（労働安全衛生法第66条第5項）労働
者は、事業者が行なう健康診断を受けなけれ
ばならない。
❺ ○（労働安全衛生法第66条の10第1項）
「心理的な負担の程度を把握するための検
査」とは、いわゆる「ストレスチェック」のこ
とであり、平成27年12月1日に施行されたも
ので、常時50人未満の労働者を使用する事
業場は努力義務となっている。なお、健康診
断と異なり、それを受けるかどうかは労働者
の自由である。

ほんのヒトコマ ［第５回］

まずはマネキンの裸から…

都道府県名 実施日 イベント・キャンペーン等
北 海 道 9/16 ～ 18 「トラック協会杯第29回全道少年団（U-11）サッカー大会」（札幌サッカーアミューズメントパーク）

（札幌地区） 9/3 「チビッコ集まれ！ 読み聞かせ広場 in アリオ札幌」 オリジナル絵本配布（600冊）、絵本読み聞かせ・ぬりえコンテスト、トラック乗車体験、ランディー交通
安全免許証プレゼント等

（函館地区） 9/24 「トラック☆フェスティバル IN 函館」（函館地区トラック研修センター）キャラクターショー、トラック試乗（死角）体験、トラック冷凍室体験、青果販売、お
菓子まき等

（室蘭地区） 10/9 「トラックフェスタ2017」（イオンモール苫小牧店内特設会場）キャラクターショー、輸送相談、トラックもの知りクイズラリー、パネル展示等

（旭川地区） 8/19 「来て！ 見て！ 乗って！ トラックふれあいフェスティバル」（旭川地場産業振興センター）シミュレータ体験、トラックの死角体験、夜光反射材効果体験、パネ
ル展示等

（十勝地区） 8/20、10/10 絵本読み聞かせ、トラック試乗体験（8/20 帯広市西2条南9丁目ホコテン会場）、「トラックの森づくり植樹式」・旗波で安全運動啓発（10/10）

（釧根地区） 9/17 「トラックDAYフェスタ21」（イオンモール釧路昭和東通り正面入口前駐車場内特設会場） キャラクターショー、トラック乗車体験、車両展示、縁日等

（北見地区） 9/3 「2017 トラックデイ IN JAPAN」（北見ファミリーランド）北見ファミリーランド１日無料開放、わくわくお祭り広場（模擬店）等

青 森 県 10/9 「トラック感謝デー 2017」（青森県観光物産館「アスパム」駐車場および青い海公園）車両展示、トラック綱引き大会、スタンプラリー、トラックウルトラ
クイズ等

岩 手 県 9/24 「トラックフェスタ2017 in 大船渡」（㈱マイヤ共同配送センター敷地内）車両展示、乗車体験・死角体験、「輸送戦隊ハコブンジャー」ショー等

宮 城 県 ― 各支部青年部を中心に奉仕活動等を実施

秋 田 県 10/14 「トラックフェスタ2017」（ポートタワー・セリオン）ステージイベント、車両展示・乗車体験、クイズラリー、撮影会等

山 形 県 10/15 ｢トラックの森」造成事業（東村山郡山辺町）これまでに植樹した樹木の手入れ、山形名物芋煮会。地域活動：清掃活動・交通安全指導等の実施。

福 島 県 10/1・14 「トラックの森づくり」事業（10/1 相馬市磯部地区）。「トラックの日」フェスタ in 2017（10/14 白河の関トラックステーション）交通安全・環境問題対
策・トラック運送業界PRのための各種展示等。「道路に感謝！ クリーン作戦2017」（10/14）白河の関TS周辺の国道4号沿線の道路清掃活動

茨 城 県 9/23 交通安全キャンペーンと「トラックの日」のPR（常磐道下り 守谷サービスエリア）

栃 木 県 10/8 「第26回 トラックの日感謝デーイベント」（道の駅うつのみや「ろまんちっく村」）キャラクターショー、車両展示、スタンプラリー、クイズ大会、模擬店等

群 馬 県 10/7 県下14支部で一斉道路清掃活動、群馬県トラック協会敷地内に「10月9日トラックの日」「飲酒運転根絶」等ののぼり旗掲出

埼 玉 県 11/18 「交通安全・環境フェア」（埼玉スタジアム2002［にまるまるに］東駐車場）絵画コンクール表彰式。各支部独自に交通安全運動および清掃活動等

千 葉 県 6/10、
9/16 〜 11/18 県下16支部および千葉県トラック協会、青年部会にてトラックの日イベント。グッズ配布、交通安全啓発、清掃活動、絵画・交通安全標語コンクール等

東 京 都 9/7 ～ 11/5 26の支部で街頭活動や地域イベント等と連携したPR活動を実施

神 奈 川 県 9/24、10/21
・22・28・29

「第34回交通安全こどもショー」（9/24 相模女子大グリーンホール）ミュージカル、県警教育隊による交通安全啓蒙劇、トラックデザインコンテスト表彰式等。
第18回「夢を運ぶトラックデザインコンテスト」作品展示（10/21・22 小田原ダイナシティ、10/28・29 クイーンズスクエア横浜）

山 梨 県 9/23、
11/18・19

「トラックの日・山梨フェスタ2017」（9/23 甲府駅北口よっちゃばれ広場）環境標語表彰式、緊急物資輸送訓練、トラックパレード、車両展示、ステージ
イベント、飲食コーナー等。臨時出張輸送相談所（11/18・19 小瀬スポーツ公園）

新 潟 県 10/9前後、
10月下旬 県下8支部で道路清掃活動（10/9前後）、新潟県交通遺児支援募金贈呈（10月下旬）

長 野 県 10/1・7・8・
14・15

7地区にて各種イベント（10/1 北信・下伊那、10/7 上小・中信、10/8 佐久、10/14 上伊那、10/15 諏訪）車両展示、乗車体験、ステージイベ
ント、交通安全教室、産直品販売等

富 山 県 10/6 交通安全街頭キャンペーン（北陸道上り 呉羽パーキングエリア）トラックの日チラシ・グッズ等配布

石 川 県 10/7・15・
17

県下一斉道路清掃活動「クリーン作戦2017」（10/7）。「第45回石川の技能祭り」（10/15 石川県産業展示館3号館）トラック運送業界PR活動。交
通災害等遺児をはげます会への寄付金寄贈（10/17）

福 井 県 9/23 「さばえ交通安全＆トラックフェスタ2017」（鯖江市嚮陽会館）ステージイベント、車両展示、乗車体験等。先着500人にミニチュアトラックプレゼント

岐 阜 県 9/24 「ENAみのじのみのり祭」（恵那市中央公園）にて「交通安全子ども広場」出展。乗車体験・死角体験、マスコットキャラクター「ギトラ」の着ぐるみによ
るPR、ポケットティッシュやうちわの配布等

静 岡 県 10/28 「テレしず祭り」（ツインメッセ静岡）に出展。ラッピングトラック展示、乗車体験、トラックのお仕事体験、交通安全クイズ等

愛 知 県 10/1 「第13回みんなで学ぼう! トラックと交通安全・環境フェア」（豊田スタジアム）交通安全・環境に係る展示、愛知県トラック協会活動紹介エリア、ふれあい
警察エリア、ステージショー、オリジナルミニカープレゼント、車両展示、死角体験等

三 重 県 11/12 「トラックフェスタ2017」（三重県総合博物館「MieMu」）ステージイベント、トラック綱引き大会、ラッピングトラック展示、乗車体験等

滋 賀 県 6/4、10/14 「ぐるっと・びわ湖・クリーンアップ」（6/4 琵琶湖一周幹線道路の清掃活動）、「第2回滋賀県交通安全フェア」（10/14 竜王ドラゴンハット）ステージイベ
ント、交通安全教室、車両展示等

京 都 府 10/22、
11/11

「KTKラリースタート式」および「トラックまつり」（京都運輸支局構内）トラック引きレース、車両展示、ヒーローショー、屋台等。「トラックの森」整備・充
実事業（11/11 銀閣寺裏山国有林）

大 阪 府 10/22 「トラックフェスタ2017」（大浜公園）交通安全体験コーナー、交通環境改善対策コーナー、フリーマーケット、健康増進コーナー、ステージアトラクション等

兵 庫 県 10/9 トラックに係るPR展示、トラッククイズ、ドライバー体験、ステージイベント等（10/9 大手前公園）。兵庫県下13か所で啓発品配布（10/9前後）

奈 良 県 9/30 「トラックの日」PR活動（近鉄奈良駅前行基広場）交通安全・事故防止・環境保全等に関する啓発物の配布等

和 歌 山 県 10/29 子ども向けトラック運送会社職業体験コーナー、車両展示、ステージイベント、縁日、「夢のトラック・おもしろいトラック」絵画展示等（和歌山ビッグホエール）

鳥 取 県 9/23、
10/9前後 「トラックの森」整備（9/23 西伯郡伯耆町）、「クリーン作戦2017」（10/9前後）、絵画コンテスト作品展示（H30/1/5 ～ 14 とりぎん文化会館）

島 根 県 10/7・8 「トラックの森」草刈り（10/7 山陰道宍道湖サービスエリア裏山）。「ざいごフェスティバル」（10/8 錦浜ふれあい広場）にてトラック業界PR活動

岡 山 県 8/26、
10/21、11/9

「トラックの森づくり」（8/26 長船美しい森）。「働くトラックファミリーフェスタ」（10/21 岡山市サウスヴィレッジ）車両展示、体験学習、絵画コンクール表
彰式等。安全・環境製品展示会（11/9 岡山県トラック協会会議室・駐車場）

広 島 県 10/8 「第25回ひろしまトラックまつり」（広島運輸支局構内）乗車体験、トラックドライバー 1日体験、車両展示、引越なんでも相談会、飲食ブース、絵画コンク
ール作品展示・表彰式、ミスタートラックヒーロー決定戦等

山 口 県 10/6 ～ 10 絵画コンクール作品展示（10/6 ～ 10 県内15か所）。各支部による国道周辺クリーンアップ作戦・交通安全街頭キャンペーン（10/7 ～ 9）。「yabふれ
あいフェスタ2017」に出展（10/8 きらら博記念公園）絵画コンクール表彰式、チャリティーバザー、車両展示、エコグッズ・交通安全グッズ配布等

徳 島 県 10/1・6・7 「トラックえーなぁフェスタ2017」（10/1 アスティとくしま大ホール）車両展示、トラック綱引き体験、トラッククイズ大会等。献血キャンペーン（10/6 徳島
市内2か所）。とらっくの森づくり事業（10/7 美馬市）

香 川 県 10/15 「輸送戦隊香川トラックレンジャー」ステージイベント、PRエコ風船・啓発グッズ等配布、トラックエコ工作教室等（国営まんのう公園）

愛 媛 県 10/22・25 トラック引きレース、車両展示、乗車体験、縁日、屋台等（10/22 愛媛県トラック総合サービスセンター）。「トラックの森」植樹事業（10/25 松山市）

高 知 県 9/23、10/22 「高知市交通安全広場」交通安全グッズ・業界PRクリアファイル・チラシ・パンフレットの配布（9/23）、土佐町「とらっくの森」間伐作業・地元住民と
の交流（10/22）

福 岡 県 10/1 「トラックの日」記念行事ウォーキング大会（筑後広域公園）ラッピングトラック展示、抽選会、募金活動等

佐 賀 県 10/8、
10/6 〜 22

「ばぶばぶフェスタ」に出展（10/8 どんどんどんの森広場）冷蔵冷凍車体験、絵画コンクール表彰式、PRグッズの配布、ポスター掲示等。絵画コンクー
ル入賞作品展示（10/6 ～ 22 佐賀新聞ギャラリー）

長 崎 県 10/9 トラック運送業界の現状等をアピールする新聞記事広告、Ｇマーク認定制度・引越安心マーク制度について懸賞付きクイズを取り入れた「トラックの日」の
新聞広告の掲載

熊 本 県 10/14・22 県下12支部主体の環境クリーンキャンペーン（10/14）。ロアッソ熊本の試合でブース出展・ノベルティ配布等（10/22 えがお健康スタジアム）。

大 分 県 9/18 「おおいたトラックふれ愛デイ」（ホルトホール大分・TOSハウジングメッセ）グッズ配布、トラッククイズ選手権、車両展示、乗車体験、児童絵画コンクール
表彰式等

宮 崎 県 8/9、10/8 物流施設見学会（8/9 えびの市）。チャリティーフェスティバル（10/8 宮崎県ト協）ステージイベント、飲食ブース、抽選会、車両展示等

鹿 児 島 県 10/15 「トラックの日」フェスティバル2017（マリンポートかごしま）絵画コンクールの作品・ペイントトラックの展示・表彰式、乗車体験、クイズラリー、お仕事体験、
ステージイベント等

沖 縄 県 9/23、10/14 「トラックの森」清掃活動（9/23 糸満市真壁公園）。「トラックの日」イベント（10/14 九州沖縄トラック研修会館）絵画コンクール表彰式、乗車体験、
Ｇマークラッピングトラック展示等

「トラックの日」各都道府県トラック協会の主な活動 　全国のトラック協会は、10月9日の「トラックの日」を中
心に、地域色豊かなイベントやキャンペーン等を実施します。

（※9月14日現在。詳細については、各都道府県トラック協会まで）

昨年の「トラックの日」イベントの様子
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︒
出
来
得
れ
ば
︑
悠
久
の
中
に
置

か
れ
た
大
木
の
如
く
︑
ゆ
っ
た
り
と
︑
た
お

や
か
な
時
の
経
過
を
送
り
た
い
も
の
で
す
︒

▼
新
幹
線
に
乗
車
す
る
前
に
︑
私
達
は
金

沢
銘
菓
の
﹁
き
ん
つ
ば
﹂
を
買
い
ま
し
た
︒

き
ん
つ
ば
の
主
た
る
原
料
の
小
豆
は
︑
そ
の

赤
色
が
邪
気
を
払
う
魔
除
け
の
意
味
合
い

も
あ
る
と
の
こ
と
で
︑
今
は
亡
き
友
人
が
迷

い
な
く
清
ら
か
な
気
持
ち
で
天
国
に
向
か
う

よ
う
に
︑
ま
た
甘
い
も
の
が
好
き
だ
っ
た
彼

を
偲
び
︑
お
祈
り
し
た
の
は
い
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
︒
▼
も
う
す
ぐ
お
彼
岸
︒
こ
の

時
期
︑
亡
き
両
親
が
夢
の
中
に
出
て
き
て
︑

私
に
何
か
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
︒
そ

の
﹁
何
か
﹂
を
聞
き
に
︑
乗
用
車
で
１
時
間

余
り
の
︑
埼
玉
県
越
谷
市
に
あ
る
﹁
野
島

山
浄
山
寺
﹂
の
お
墓
に
線
香
を
あ
げ
に
行

き
ま
す
！ 

（
山
崎
薫
）

2017・9・15
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北
海
道
の
地
域
や
経
済
の

特
徴
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
︒

　

北
海
道
は
︑
日
本
国
土
の

約
２
割
︑
都
道
府
県
の
中
で

最
も
広
い
面
積
を
有
し
ま

す
︒
ま
た
︑
広
域
で
あ
る
こ

と
か
ら
道
内
で
も
地
域
に
よ

っ
て
気
候
が
大
き
く
異
な
り

ま
す
︒
例
え
ば
︑
夏
の
最
高

気
温
が
37
・
８
度
（
音お

と
ふ
け更
町

駒
場
）
の
地
域
も
あ
れ
ば
︑

冬
の
最
低
気
温
が
マ
イ
ナ
ス

41
・
０
度
（
幌ほ

ろ
か
な
い

加
内
町
）
に

な
る
地
域
も
あ
り
ま
す
︒
こ

の
よ
う
な
寒
暖
差
の
あ
る
気

候
に
よ
り
︑農
産
物
の
う
ち
︑

﹁
ビ
ー
ト
﹂︑﹁
ジ
ャ
ガ
イ
モ
﹂︑

﹁
カ
ボ
チ
ャ
﹂︑﹁
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
﹂
な
ど
は
糖
度
が
上
が

り
︑
良
質
な
作
物
と
し
て
収

穫
で
き
ま
す
︒
さ
ら
に
︑
酪

農
や
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
（
軽
種

馬
）
生
産
が
盛
ん
な
地
域
も

あ
り
ま
す
︒

　

水
産
物
の
漁
獲
量
も
日
本

有
数
で
︑
農
産
物
と
合
わ
せ

て
﹁
日
本
の
食
糧
基
地
﹂
と

し
て
の
役
割
は
︑
今
後
ま
す

ま
す
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
︑
秋
の
輸
送
繁
忙

期
は
︑
農
産
物
と
水
産
物
が

同
時
期
の
収
穫
で
あ
り
︑
本

州
方
面
へ
の
大
量
輸
送
に
つ

い
て
︑
都
道
府
県
の
う
ち
唯

一
本
州
と
道
路
で
繋
が
っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
︑
輸
送
に
は

フ
ェ
リ
ー
や
航
空
機
︑
鉄
道

を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
︑
他
の
都
府
県
に
比
べ
輸

送
コ
ス
ト
が
割
高
に
な
っ
て

い
ま
す
︒

　

道
路
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て

は
︑
高
規
格
幹
線
道
路
の
整

備
計
画
に
占
め
る
供
用
率
は

60
・
４
％
と
︑
本
州
平
均
と

比
べ
約
24
ポ
イ
ン
ト
低
く
︑

高
速
道
路
が
本
来
も
つ
﹁
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
﹂
と
し
て
の
機

能
を
果
た
し
て
お
ら
ず
︑
大

規
模
災
害
時
に
お
け
る
代
替

ル
ー
ト
の
確
保
や
国
際
競
争

力
の
強
化
を
は
じ
め
︑
道
内

経
済
に
も
悪
影
響
を
与
え
て

い
る
こ
と
か
ら
︑
高
速
道
路

網
に
お
け
る
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ

ン
ク
の
早
期
解
消
が
望
ま
れ

ま
す
︒

　

一
般
国
道
を
利
用
し
た
道

内
輸
送
に
関
し
て
も
︑
本
州

に
比
べ
国
道
網
で
の
迂
回
ル

ー
ト
が
少
な
く
︑
昨
年
８
月

の
台
風
災
害
に
よ
り
︑
道
央

と
道
東
を
結
ぶ
大
動
脈
で
あ

る
国
道
２
７
４
号
が
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
︑
現
在
も
通

行
止
め
が
続
い
て
い
ま
す
︒

　

唯
一
︑
道
東
自
動
車
道
が

開
通
し
て
い
る
も
の
の
︑
気

象
条
件
や
交
通
事
故
等
で
ひ

と
た
び
通
行
規
制
と
な
れ

ば
︑
大
幅
な
迂
回
通
行
を
伴

い
︑
労
働
時
間
規
制
の
遵
守

も
難
し
く
︑
ま
た
︑
北
海
道

ブ
ラ
ン
ド
力
の
低
下
な
ど
経

済
的
な
損
失
は
計
り
知
れ
ま

せ
ん
︒
被
災
し
た
国
道
の
開

通
は
早
く
と
も
今
年
の
10
月

頃
と
さ
れ
て
お
り
︑
こ
れ
か

ら
の
台
風
上
陸
時
期
を
迎
え

る
に
あ
た
り
︑
工
事
の
遅
延

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

道
内
の
経
済
活
動
に
つ
い

て
は
︑
全
国
平
均
と
比
べ
て

第
一
次
産
業
比
率
が
高
く
︑

第
二
次
産
業
の
比
率
が
低
い

状
況
に
あ
り
︑
特
に
製
造
業

は
全
国
平
均
の
半
分
以
下
で

す
︒
従
来
か
ら
︑
豊
か
な
自

然
や
食
糧
基
地
な
ら
で
は
の

新
鮮
な
農
産
物
と
海
産
物
が

多
く
︑
ま
た
︑
観
光
資
源
に

恵
ま
れ
︑
観
光
客
の
人
気
は

高
か
っ
た
の
で
す
が
︑
特
に

最
近
は
外
国
人
観
光
客
が
急

増
し
︑
ホ
テ
ル
の
新
設
や
改

修
︑
増
設
が
顕
著
な
状
態
に

あ
り
ま
す
︒

北
海
道
内
の
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
を
め
ぐ
る
動
向
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

　

他
業
種
・
地
域
と
同
様

に
︑
道
内
で
も
若
年
ド
ラ
イ

バ
ー
の
採
用
が
困
難
な
状
況

に
あ
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
高

齢
化
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い

ま
す
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
年
齢
構
成

を
み
て
も
︑
40
～
60
歳
代
が

76
・
４
％
と
高
く
︑
若
年
者

の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
離

れ
が
進
ん
で
い
ま
す
︒

　

平
成
32
年
に
は
︑
全
国
で

約
10
万
人
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
が
不
足
す
る
と
の
調

査
結
果
も
あ
り
︑﹁
荷
物
も

あ
り
︑ト
ラ
ッ
ク
も
あ
る
が
︑

運
ぶ
人
が
い
な
い
﹂
時
代
が

近
々
に
迫
っ
て
い
ま
す
︒

　

例
え
ば
︑
特
産
品
を
運
べ

な
い
こ
と
に
よ
る
北
海
道
ブ

ラ
ン
ド
力
の
低
下
や
公
共
工

事
へ
の
依
存
度
が
高
い
道
内

の
建
設
業
界
を
含
め
︑
道
民

の
日
常
生
活
︑
特
に
冬
期
の

除
排
雪
作
業
に
は
︑
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
が
︑
荷
主
や

道
民
に
は
あ
ま
り
理
解
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
︒

北
海
道
ト
協
で
は
︑
環
境

・
安
全
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て

い
ま
す
か
︒

　

以
前
よ
り
北
海
道
ト
協
で

は
﹁
低
公
害
車
導
入
助
成
﹂

な
ど
を
実
施
し
て
お
り
︑
Ｃ

Ｎ
Ｇ
ト
ラ
ッ
ク
を
含
む
先
進

環
境
対
応
車
の
導
入
促
進
を

図
り
︑
環
境
負
荷
の
軽
減
へ

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
︒13
年
か
ら
は
︑

﹁
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
助
成

（
現
・
ア
イ
ド
リ
ン
グ
支
援

機
器
導
入
促
進
助
成
）﹂
に

よ
る
蓄
熱
マ
ッ
ト
・
燃
焼
式

ヒ
ー
タ
ー
お
よ
び
ク
ー
ラ
ー

へ
の
助
成
や
︑﹁
省
燃
費
運
転

体
験
研
修
﹂
の
実
施
︑
16
年

か
ら
は
﹁
デ
ィ
ー
ゼ
ル
微
粒

子
除
去
装
置
助
成
﹂
を
実
施

す
る
と
と
も
に
︑﹁
植
樹
活

動
﹂
を
開
始
︒
さ
ら
に
︑
18

年
か
ら
交
通
エ
コ
ロ
ジ
ー
・

モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
が
認
証
す
る

﹁
グ
リ
ー
ン
経
営
認
証
制

度
﹂
へ
の
取
得
促
進
助
成
な

ど
︑
各
種
助
成
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑
札
幌
市
が
主
催

し
て
い
る
東
北
以
北
で
最
大

級
の
総
合
環
境
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る﹁
環
境
広
場
さ
っ
ぽ
ろ
﹂

の
趣
旨
に
賛
同
し
︑
第
１
回

（
10
年
）
か
ら
協
賛
し
て
お

り
︑
今
年
７
月
︑
札
幌
市
長

よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
︒

　

一
方
︑
安
全
対
策
に
つ
い

て
は
︑﹁
運
転
者
適
性
診
断

助
成
﹂︑﹁
運
行
管
理
者
・
整

備
管
理
者
研
修
へ
の
受
講
料

助
成
﹂︑﹁
運
転
者
技
能
協
議

会
の
開
催
﹂︑﹁
安
全
運
転
教

育
訓
練
へ
の
受
講
料
助
成
﹂︑

﹁
安
全
装
置
等
装
着
促
進
助

成
﹂︑﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
突
然
死

予
防
検
査
助
成
﹂
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
ほ
か
︑
各
地
区

ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
協
力
を
得

て
︑﹁
事
業
者
訪
問
指
導
﹂︑

﹁
凍
結
路
面
体
験
研
修
﹂︑

﹁
街
頭
啓
発
﹂︑﹁
交
通
安
全

教
室
﹂
等
を
行
い
︑
併
せ
て

各
種
交
通
安
全
に
関
す
る
運

動
に
も
参
画
し
て
い
ま
す
︒

こ
の
ほ
か
︑
北
海
道
ト
協

独
自
の
取
り
組
み
な
ど
ご

ざ
い
ま
す
か
︒

　

青
年
部
か
ら
の
発
案
で
︑

７
年
か
ら
﹁
ト
ラ
ッ
ク
協
会

杯
全
道
少
年
団
サ
ッ
カ
ー
大

会
﹂を
行
っ
て
い
ま
す
︒当
時
︑

Ｊ
リ
ー
グ
人
気
に
よ
り
サ
ッ

カ
ー
は
道
内
で
も
野
球
を
凌

ぐ
人
気
で
あ
っ
た
こ
と
に
着

目
し
︑
大
会
を
主
催
し
て
い

た
北
海
道
サ
ッ
カ
ー
協
会
と

協
議
の
結
果
︑
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
冠
大
会
と
し
て
実
施
運

営
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
︒

北
海
道
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
を

支
援
す
る
と
と
も
に
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
を
図
る
べ
く
︑﹁
ト
ラ
ッ

ク
の
日
﹂
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
︒

　

北
海
道
と
本
州
間
の
輸
送

は
約
９
割
が
船
舶
を
利
用
し

た
輸
送
形
態
で
あ
り
︑
特
に

農
水
産
品
の
収
穫
期
に
お
い

て
は
︑
北
海
道
に
と
っ
て
フ
ェ

リ
ー
輸
送
は
重
要
な
輸
送
航

路
と
な
っ
て
い
ま
す
︒
北
海

道
ト
協
で
は
︑
フ
ェ
リ
ー
乗

船
時
の
休
息
期
間
に
つ
い
て

は
︑
全
乗
船
時
間
を
休
息
期

間
と
す
る
よ
う
関
係
行
政
機

関
に
対
し
て
要
望
活
動
を
行

っ
た
結
果
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
に
限
り
︑
27
年
９
月

１
日
か
ら
︑
フ
ェ
リ
ー
乗
船

時
は
﹁
原
則
休
息
期
間
と
す

る
﹂
と
し
て
︑
業
界
の
悲
願

で
あ
っ
た
フ
ェ
リ
ー
乗
船
時
の

労
働
規
制
が
緩
和
さ
れ
ま
し

た
︒

　

一
方
︑北
海
道
ト
協
で
は
︑

高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備
状

況
等
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

行
い
︑
労
働
時
間
規
制
や
人

材
不
足
問
題
に
対
応
す
る
た

め
に
は
﹁
高
規
格
幹
線
道
路

の
有
効
活
用
が
必
要
不
可

欠
﹂
と
の
結
論
に
達
し
ま
し

た
︒
し
か
し
︑
本
州
に
比
べ

整
備
率
が
低
く
暫
定
２
車
線

区
間
に
お
い
て
は
最
高
速
度

が
低
く
規
制
さ
れ
︑
ま
た
︑

中
央
を
簡
易
な
ラ
バ
ー
ポ
ー

ル
で
区
分
し
て
い
る
た
め
︑

走
行
時
に
お
け
る
安
全
性
が

担
保
さ
れ
て
お
ら
ず
︑
道
民

の
利
便
性
が
著
し
く
損
な
わ

れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
︒

こ
の
こ
と
か
ら
︑
高
規
格
幹

線
道
路
の
整
備
促
進
と
ワ
イ

ヤ
ー
ロ
ー
プ
防
護
柵
の
施
工

に
つ
い
て
各
種
要
請
活
動
を

展
開
し
ま
し
た
︒
要
請
の
結

果
︑
国
土
交
通
省
道
路
局
で

は
︑
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
の
設

置
に
関
し
て
︑
技
術
検
討
委

員
会
を
設
置
し
そ
の
効
果
を

検
証
す
る
た
め
︑
東
日
本
高

速
道
路
㈱
は
︑
29
年
４
月
以

降
︑
順
次
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ

を
試
行
設
置
す
る
こ
と
と

し
︑
道
内
の
試
行
工
事
は
７

月
で
完
了
し
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
適
正
化
事
業
に
つ

い
て
は
︑
27
年
４
月
か
ら
行

政
監
査
の
前
提
と
位
置
付
け

ら
れ
る
﹁
特
別
巡
回
指
導
﹂

が
全
国
で
初
の
取
り
組
み
と

し
て
行
わ
れ
て
お
り
︑ま
た
︑

同
年
10
月
か
ら
巡
回
指
導
後

の
総
合
評
価
を
事
業
者
に
告

知
し
︑
評
価
の
低
い
事
業
者

に
は
通
常
サ
イ
ク
ル
よ
り
早

い
巡
回
指
導
を
行
う
な
ど
︑

総
合
評
価
の
底
上
げ
を
図
る

た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
対
策

を
講
じ
て
い
ま
す
︒

北
海
道
ト
協
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
日
頃
か
ら
お
考
え

に
な
っ
て
い
る
ポ
リ
シ
ー

ま
た
は
今
後
の
抱
負
な
ど

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

　

会
長
就
任
時
よ
り
協
会
は

﹁
会
員
の
た
め
の
協
会
﹂︑

会
長
は
﹁
会
員
あ
っ
て
の
会

長
﹂
と
表
明
し
て
お
り
︑
広

く
皆
様
の
意
見
に
耳
を
傾

け
︑
で
き
る
限
り
会
員
の
声

を
把
握
し
︑
協
会
運
営
に
努

め
て
お
り
ま
す
︒

　

ま
た
︑
私
た
ち
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
は
全
国
的
に
み
て

も
90
％
以
上
が
中
小
零
細
企

業
事
業
者
で
あ
り
︑
こ
こ
北

海
道
も
例
外
で
は
な
く
︑
保

有
車
両
１
０
０
台
未
満
の
事

業
者
を
含
め
る
と
︑
約
２
８

０
０
事
業
者
の
う
ち
実
に
96

％
が
中
小
企
業
と
い
う
現
状

に
あ
り
ま
す
︒

　

そ
の
よ
う
な
中
で
︑
８
月

に
発
足
し
た
第
三
次
安
倍
第

三
次
改
造
内
閣
で
は
︑
経
済

成
長
を
最
優
先
課
題
と
し

て
︑
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
さ
ら

に
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
﹁
一

億
総
活
躍
社
会
﹂
実
現
の
た

め
︑
長
時
間
労
働
の
是
正
や

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
実
現
︑

そ
し
て
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
等
︑﹁
働
き
方
改
革
﹂
を

課
題
と
し
て
挙
げ
て
い
ま
す
︒

　

こ
れ
ら
は
︑
ほ
と
ん
ど
が

大
企
業
中
心
の
政
策
で
あ

り
︑
私
た
ち
中
小
零
細
企
業

に
と
っ
て
労
働
時
間
の
短
縮

に
向
け
た
対
応
等
も
︑
反
面

で
は
労
働
力
不
足
と
相
ま
っ

て
︑ま
さ
に
死
活
問
題
で
す
︒

　

業
界
を
取
り
巻
く
経
営
課

題
は
︑
避
け
て
通
れ
な
い
大

き
な
問
題
で
あ
り
ま
す
が
︑

そ
の
た
め
に
も
︑
道
内
７
地

区
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
会
員
皆

様
の
ご
意
見
︑
ご
要
望
を
し

っ
か
り
と
お
聞
き
し
︑
行
政

機
関
に
対
し
て
は
イ
ン
フ
ラ

整
備
も
含
め
︑
北
海
道
独
自

の
要
望
を
お
願
い
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
︒

行
政
機
関
や
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
な
ど
へ
の
要

望
︑
ま
た
は
会
員
事
業
者

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
ご

ざ
い
ま
す
か
︒

　

私
ど
も
の
業
界
は
︑﹁
３

Ｋ
﹂
と
表
現
さ
れ
る
典
型
的

な
業
種
だ
と
思
わ
れ
て
し
ま

っ
て
い
ま
す
︒
そ
れ
は
︑
最

終
的
に
は
労
働
力
の
対
価
と

し
て
見
合
う
よ
う
な
収
入
を

得
ら
れ
ず
に
や
っ
て
き
た
か

ら
で
す
︒
当
然
︑
法
律
は
守

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

し
か
し
我
々
の
業
界
は
︑
そ

れ
を
遵
守
す
る
た
め
厳
し
い

事
業
展
開
を
強
い
ら
れ
て
お

り
ま
す
︒
労
働
時
間
に
し
て

も
︑
賃
金
に
し
て
も
︑
こ
れ

ま
で
の
よ
う
な
経
営
自
体
が

む
し
ろ
異
常
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
︒
こ
の
異
常
事
態
を

解
消
す
る
た
め
に
は
適
正
な

運
賃
を
収
受
し
︑
事
業
経
営

が
き
ち
ん
と
出
来
る
よ
う
な

業
界
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

　

人
々
が
生
活
し
︑
生
き
て

行
く
上
で
︑
物
流
は
決
し
て

止
ま
る
こ
と
は
な
い
重
要
な

社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
機

能
を
も
っ
て
お
り
︑
今
後
︑

ま
す
ま
す
存
在
価
値
を
高

め
︑
社
会
基
盤
を
支
え
る
業

界
で
あ
り
︑
そ
し
て
業
界
団

体
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
︒
今
後
︑
技
術
の

発
展
に
伴
い
自
動
運
転
ト
ラ

ッ
ク
が
出
て
く
る
と
思
い
ま

す
が
︑
そ
の
た
め
に
は
高
速

道
路
の
整
備
も
︑
フ
ェ
リ
ー

航
路
の
再
編
も
必
要
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
︒
ま
た
︑
長
時

間
労
働
の
是
正
や
労
働
力
不

足
を
考
え
た
時
︑
幹
線
輸
送

部
分
を
無
人
化
す
る
こ
と
は

不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
︒
最

新
の
Ｉ
Ｔ
技
術
を
駆
使
し
た

日
本
列
島
幹
線
輸
送
構
想

は
︑
国
が
中
心
と
な
っ
て
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
る
べ
き

で
あ
り
︑
今
後
に
期
待
し
て

い
ま
す
︒
そ
し
て
︑
我
々
の

物
流
と
い
う
仕
事
が
今
後
と

も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
く
た
め
に
も
︑
若
い
人
た

ち
に
大
い
に
知
恵
と
汗
を
出

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
︒

　

北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑
若
年
層
へ
の

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
強
化
し

て
お
り
︑
青
年
部
か
ら
の
発
案
で
開
始
し
た

﹁
ト
ラ
ッ
ク
協
会
杯
全
道
少
年
団
サ
ッ
カ
ー

大
会
﹂
の
ほ
か
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
日
﹂
の
も
う

一
つ
の
人
気
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
︑﹁
絵
本
読
み

聞
か
せ
﹂
を
実
施
し
て
い
る
︒
札
幌
地
区
ト

ラ
ッ
ク
協
会
が
中
心
と
な
っ
て
︑
平
成
15
年

度
か
ら
地
域
社
会
貢
献
︑
交
通
安
全
運
動
の

啓
発
と
併
せ
て
︑
し
ろ
く
ま
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
﹁
ラ
ン
デ
ィ
ー
﹂
を
マ
ス
コ
ッ
ト
・
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
に
据
え
︑
ト
ラ
ッ
ク
を
題
材
に
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
の
制
作
︑
配
布
な
ら
び

に
読
み
聞
か
せ
を
行
う
も
の
︒
北
海
道
で
も

人
気
の
絵
本
作
家
﹁
そ
ら
﹂
さ
ん
は
︑
自
身

も
運
送
業
界
に
携
わ
っ
た
経
験
も
あ
る
こ
と

か
ら
︑
運
送
を
通
じ
て
﹁
心
の
ふ
れ
あ
い
﹂

な
ど
を
描
き
︑
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
本
は
今
回

（
29
年
）
で
シ
リ
ー
ズ
12
作
目
と
な
る
︒
絵

本
は
道
内
の
幼
稚
園

・
保
育
園
︑
図
書

館
な
ど
に
も
寄
贈

さ
れ
て
お
り
︑
幼
い

頃
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
に
親
し
み

を
も
っ
て
も
ら
い
︑

ひ
い
て
は
将
来
の
就

職
先
と
し
て
選
ん
で

も
ら
お
う
と
い
う

意
図
も
あ
る
︒

若
年
層
へ
の
ア
ピ
ー
ル
強
化

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
『
ラ
ン
デ
ィ
ー
』
の
絵
本
を
制
作

奈良 幹男 会長の横顔
な　ら みきお

月寒運輸株式会社　取締役相談役
ご家族は？　妻と子どもは3人（2男1女）
と、孫が6人。子どもたちは、既に独立して、
今は夫婦2人のマンション暮らしです。
ご趣味は？　無趣味です。強いて挙げれ
ばカラオケなど、大きな声を出すのが大
好きです。これから詩吟を習いたいと思っ
ています。
座右の銘は？　「目配り・気配り・心配
り」です。自分本意でなく、相手の目線で
物事の配慮をすることが大切だと思って

います。
最近読んだ本は？　視力が弱い方なの
で、あまり本は読まないのですが、以前、
秋田県出身の橋本五郎さんの『範は歴史
にあり』を読みました。「歴史とは何か」。現
在と過去との対話であり、私たちにできる
ことは謙虚に歴史に学ぶということだろ
うと感じました。また、人の一生は限られ、
発揮できる能力にも限界があるからこそ、
精いっぱい生きなければと思います。

74歳
（昭和18年3月24日生まれ）

北海道トラック協会
公益社団法人

会員の声に耳を傾けて北海道独自の課題に取り組む
奈良 幹男 会長

聞
く
聞
く

会
長
に

会
長
に

シ
リ
ー
ズ

　
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
に
お
会
い
し
て
、

今
後
の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
公
益
社
団
法
人
北
海
道
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
奈
良
幹
男
会
長
で
す
。

人
気
の
絵
本
「
ラ
ン
デ
ィ
ー
」

シ
リ
ー
ズ
。し
ろ
く
ま
の
ド
ラ

イ
バ
ー
が
主
人
公


